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<表紙> 重要文化財 「旧松本家住宅」

この住宅は、明治専門学校(現九州工業大学)の創立者で、明

治鉱業の社長でもあった松本健次郎氏が、住居を兼ねた迎賓館と

して、明治 44年に建てたものである。現在、洋館・日本館・蔵

等が残されている。洋館は、東京駅等の設計で有名な辰野金吾氏

が主として設計した明治洋風建築で、 20世紀の初め、ヨーロ ッパ

で新しくおこった美術の流れ「ア ーノレヌ ーボー 」の意匠をとり入

れ、曲線を駆使した格調の高い建物である。日常生活用の日本館

も併設して残されてきたのは珍しく、明治期の上流階級の暮しが

よくわかる。現在は、西日本工業倶楽部として、財界の人達が中

心になって運営してお り、昭和 55年からの大修理で往時の面影

を美 しく更生えらせている。
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第 30回 福岡県公民館大会に寄せて

徳岡県公民館連合会長鑓 水 速 太

昭和 28年に始めて開催された福岡県公民館大会も、本年度で 30 l!!l目

を迎えることになりました。

本目、ここに県内各地から関係者多数の参加を得て、意義深い 30周年記

念大会を開催いたしますことは、誠に喜ばしい限りであります。

ところで、ひと口に 30年と申 しますが、その聞社会的諸条件の変化に対

応しながら、県下の公民館は質・是ともに飛躍的な発展を逐げて今日に至り

ました。これはひとえに、先議各位や関係者の方がたの並々ならぬ御尽力の

たまものと深く敬意を表する次第であります。

しかしながら、そうした努力にもかかわらず、日毎に高まる住民の学湾要

求や地域活動への要求を満たすには、必らずしも境下の公民館の状況は十分

であるとは申せません。時あたかも行政改革の気濯が本絡化し、公民館をと

りまく諸情勢はまた 一段と困難の度合を加えてまいりましたが、 当而する課

題を解決すると同時に、地域における生涯教育の中絞的施設である公民館の

望ま しい在 り方を求めて、今後更にのfさんを兎ねて行くことは、やはり凶係

者にとって不可欠の要件であろうと有じます。

本大会では、「住民が主体となる公民館の在り方を考える」をテーマに、

真に住民のための公民館像をさぐり、併せて公民館本来の目的と足並能を原点

に立ち返って見主主めようとするのが開催の趣旨であり 、また、ねらいとする

ところでもあります。どうか、皆さん方の新組z的な研究参加を切にJVJ待いた

してやみません。

最後に、本大会の開催を↑たよくお引き受けいただいたばかりでなく、終始

熱心に御協力をたまわりました北九州市並びに教官委員会 ・公民館関係者の方

がたに衷心より感謝を申しあげまして巻頭のごあいさつといたします。
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第 30回 福岡県公民館大会開催要項

1 .趣 ヒ::.
目

最近の公民館をとりまく諸情勢は公民館にとって必ずしも好ましい状況とはいえなし、。

このような中にあって、現在公民館がかかえる問題点や課題を明らかにし、 地減住民の実際生活に

即した公民館の役割や意義をあらためて見直していくことは、公民館関係者にとって急務であると思

われる。

本大会では、公民館の原点ともいえる 「住民が主体となる公民館の在り方」について、討議を深め、

今後の公民館の充実 ・発展を図る。

2.大会テーマ

「住民が主体となる公民館の在り方を考える J

3.主 催

縞岡県公民館連合会、福岡県教育委員会、北九州市教育委員会

4.後 媛

品，¥1崎県、北九州市、福岡県市長会、街岡県l町村会、福岡県市町村教育委員会連絡協議会、福岡県社

会教育委員連絡協議会、福岡県視聴覚教育協会、福岡県青少年問題協議会、福岡県父母教師会連絡協

議会、414岡県i制編j人会近絡協議会 、福岡県青年間協議会、福防j県子ども会連合会、沼岡県貯蓄推進委

員会、指附県明るい選挙推進委員会、北九州市 PTA協議会、 北九州市婦人団体協議会

5.期 日

昭和 57年6月9日 (水)

6.会 場

北九州市立小倉市民会館 ほか

7.参加者 約七 000名

公民館利用者、自治(町内)公民館等関係者、社会教育委員、公民館運営審議会委員、地方行政関

係者、公民館職員
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8. 日 平呈

9:30 

10: 30 

10:30 受 lトI

11 : 10 大 会式典

開会のことば

拓1岡県公民館迎合会副会長

主催者あいさつ

雨岡県公民館 連合会長

福岡県教 育委員会教育長

北九州市教育委員会教育長

来賓 祝辞

稲 岡県知事

北 九州市長

表彰式

日程説明

原仕l 昇

鑓 ノk 速太

友野

里f -;1 

111 井

谷

降

弘

光

日i 、|ι

11:10 ~ 12:30 記念講演

12: 30 

12:35 

1 :l : 20 

16:00 

講師 前国立社会教育研修所長 湯 上 二 郎 氏

テーマ 「住民が主体となる公民館の在り方を考える J

12: 35 次期開催地 (福岡地区 )代表あいさつ

13: 20 昼 食

16: 00 分科 会

閉 b. 

"" 
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9.分科会の 織 成

司 会 者 言己 録 者 会場責任者

中間市中央公民館長 北九州市門司中央公民館 北九州市門司中央公民館係長

岩 崎 畷 喜 後 藤 治 高 橋 春 男

県教育庁間川出張所社会教育係長 北九州市白銀公民館 北九州市小倉北中央公民館係長

待、 久 :b、、1 博 中 島 正 信 村 上 万 治

大牟EfJ市中央公民館主査 北九州市北方公民館 北九州市小倉南中央公民館係長

久保田 金 三E玉3 中 島 菊 松 局I 艮

県教育庁築上出張所社会教育係長 北九州市若松中央公民館 北九州市若松中央公民館係長

奥 畑 征 品、 沢 信 夫 怯 本 1青

tJ木市教育委員会社会教育課社会 北九州市前l封公民館 北九州市i窃見公民館長

|百附J教育係長 倉 掛 貝リ 山 本 悌 点王 繁 犬

八女市教育委員会社会教育謀長 北九州市木尾瀬公民館 北九州市八幡丙中央公民館係長

松 延 繁 太 島 与 壮 中 村 矯 直

県教育庁嘉穂出張所社会教育係長 北九州市戸畑中央公民館 北九州市戸畑中央公民館係長

鎌 悶 俊 治 絞 国 義 男 野 口 道 弘

県教育庁鞍手出張所社会教育係長 北九州市教育委員会社会教育課 北九州市教育委員会社会教育主事

重 富 大 岡 崎 隆 子 延 =Et 3 照 安
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司 会 者 記 録 者 会場責任者

中間市中央公民館長 北九州市門司中央公民館 北九州市門司中央公民館係長

岩 崎 畷 喜 後 藤 治 高 橋 春 男

県教育庁回川出張所社会教育係長 北九州市白銀公民館 北九州市小倉北中央公民館係長

徳 久 :b、、1 博 中 島 正 信 村 上 万 治

大牟間市中央公民館主査 北九州市北方公民館 北九州市小倉南中央公民館係長

久保凶 金 翌区五， 中 島 菊 松 房正 良

県教育庁築上出張所社会教育係長 北九州市若松中央公民館 北九州市若松中央公民館係長

奥 焔l 征 治 沢 信 夫 松 本 t占

tl木市教育委員会社会教育課社会 北九州市前出公民館 北九州市高見公民館長

Ih附j教育係長 倉 掛 員リ 山 本 悌 正採 繁 夫

八女市教育委員会社会教育謀長 北九州市木尾瀬公民館 北九州市八幡丙中央公民館係長

松 延 繁 太 島 寸トーー 壮 中 村 矯 直

県教育庁嘉穂出張所社会教育係長 北九州市戸畑中央公民館 北九州市戸畑中央公民館係長

鎌 国 俊 治 松 回 義 男 野 口 道 弘

県教育庁鞍手出張所社会教育係長 北九州市教育委員会社会教育課 北九州市教育委員会社会教育主事

重 富 大 岡 崎 隆 子 延 =Eと3 照 安
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昭和 5 7 年度 公民館

種別l番号 市郡名
氏 名

所 属 役職名 在職期間
(生年月日)

やま さき ζま1 と 自 4~. ~)足立公惑官
山 崎 是 人 北九州市小倉北区 至 47.3 

1 事務吏員
自 47.4)'t倉~tR吹
至 55.3公民館

(S. 10. 3. 1) 篠崎公民館 自 55.4 

棄 現在 ( 1 3年)

てff 含2 かず じ

:z、J、 坪 線 ~t 九 州 市 運営審議会 自 49. 8 1 

2 北九州市 至 現 在

(M.40. 6. 10) 教育委員会 委 員 ( 7年)

" か わ む ら ちきら

河 村 明 自 49. 8. 1 

3 " " 至 現 在

(M.44 7. 12) ( 7年〕

:z、"

かしわ ぎ ぜいりすけ

柏 木 誠之助 福 岡 市 博 多 区 自 47. 1. 21 

4 館 長 至 現 在

(T. 6. 8. 25) 板付公民館 ( 10年〕

K 

ト一一一ー 福岡市

いわさき みつ b 

岩 崎 男 福岡市東区 自 47. 3. 23 

5 館 長 至現 在

自l (T. 1. 10. 27) 和 白 公 民 館 (10年)

す吉 もと きだ やす

杉 本 実 保 大 牟 回 市 自 46 8. 12 

6 大牟田市 主 事 歪 現 在

Cs 6 7. 13) 中 央 公 民 館 ( 1 0年〕

－ 6 －



優 良役職員表彰一覧

表 彰 の 内 容

業 績 理 由

1 公民館事業の企画・運営及び先駆的事業 1 3年間の長きにわたり、常に市民とのふれあいを

の推進に貢献 大切にして事業を進め、公民館活動の普及と振興に尽

Z 社会同和教育の推進に努力 力した功績は高く評価される。

3 各種団体の連携に努力

1 公民館活動の積極的展開 公民館運営審議会々長として本市の公民館活動の娠

公民館運営審議会委員として、市立公民 輿に尽力した功績は多大て、ある。

館の指導育成に尽力

1. 体育スポーツの普及振興並びに体協組織 7年聞にわたり公民館運営審議会委員を勤め、公民

の強化育成に貢献 聞の充実に尽力するとともに、全市的な社会教育の娠

Z 公民館事業の企画 ・運営に貢献 輿に大きな役割を果たした。

1 学級講座の開設とその充実発展に努力 館長に就任以来、地威住民の生活課題や地域課題を

Z 地区公民館の運営指導に努力 解決すべく公民館活動を展開し、地級住民の連帯意識

3 後輩の指導、チームワークによる事業推 の高揚と明るい町づくりに尽力した功績は大てある。

進に寄与

1. 学級講座の充実に尽力 地域住民の学習要求を的確に把慢し、地威の実情に

Z 青少年健全育成の推進 即した公民館活動をおし進めるとともに、地域住民の

1 広報活動を通じ公民館活動の啓発に努力 連帯感の高揚を図るなど、公民館活動の推進に寄与し

た功績は大きL、。

1 学級 ・講座の開設とその充実発展に努力 第一線の主事として公民館の事業推進に努力した功

Z 地区公民館の運営指導に努力 績は大きく 、また地域住民の信望も厚い。その他、社

3. 後輩の指導、チームワ ークによる事業推 会教育事業に発揮した優れた業績は高く評価される。

進に寄与

－ 7 －



種別 番号 市部名
氏 名

所 属 役職 名 在籍期間
(生年月日)

〈陪や宮 <tてひと
自 47. 4 1 

窪 山 邦 彦

7 飯塚市 飯塚市中央公民館 主 事 至現 在

(S.18 4. 
(10 年)

"'''' うえ てる
ζ 

自 44
弁 上 昭 子 4 1 

~ 8 柳川市 柳川市域内公民館 主事補 至現 在

(S. 7. 5. 25) 
( 1 3 年)

立 さだむら ぜき じ
自 45 4 1 

定 村 責

9 行橋市 行橋市中央公民館 館 長 至 57. 3. 31 

(M.44. 3. 28) 
( 1 2 年)

ノ~、

きし もと たかし
自 46 8 1 

岸 本 高

1 0 豊前市 農前市横武公民館 館 長 至 57. 3. 31 

(M.43 6. 11) 
( 11 年)

民

はた白 まτ3 え
運営審議会 自 39 4 1 

波多野 松 枝

館 1 1 芦屋町 芦屋町教育委員会 歪 現 在

(T. 5. 3. 22) 
委 員 (18 年)

やま さき みつ .. ' 
自 47. Z 

山 崎 光 雄
1 

1 2 方域町 方城町中央公民館 館 長 至 57. 3. 31 

(T. 5 3. 20) 
(10年)
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表 彰 の 内 容

業 績 理 由

1. 青年団の指導育成 公民館主事として青少年の団体活動に関する指導・

Z 各種公民館事業の推進 助言を行い、その推進に寄与するところは大である。

また、地区公民館に対する指導助言や連絡調整に優れ

た手腕を発揮し、有機的な公民館活動の推進に尽力しiこ。

1. 各学級の企画 ・運営に積極的に努力 1 3年間の長きにわたり、主事補として勤務、特に

Z 婦人学級の学習内容及び指導に尽力 公民館活動の中でも婦人教育の振興 ・発展に積極的に

取り組み、今日まで他の公民館活動の模範となるよう

な成果をあげている。

1. 各種公民館事業の推進 長年にわたり、公民館の管理運営に尽力した功績は

Z 地域ぐるみの青少年健全育成に尽力 顕著である。また青少年の健全育成や文化財の保存 ・

3 文化財等の保存 ・調査の指導 調査に貢献した功績は大で、ある。

1. 社会同和教育の推進 永年にわたり 、公民館長として、公民館活動の充実

Z 婦人会組織の指導育成 に尽力した功績は大きい。また市民の信望も誠に厚い。

3 各種団体の連携育成に努力

1. 婦人団体の組織化と育成に尽力 積極的に公民館事業に取り組み、また、社会教育、

Z 住民福祉の向上に努力 公民館事業に深い認識と理解を持ち、 18年聞にわた

る審議会委員として活動は高〈評価される。

1. 地区公民館連絡協議会の設立 公民館長として、公民館活動の確立に尽力した功績

Z 高齢者学級の推進 は顕著である。また同和教育の推進に努力した功績は

3 社会同和教育の推進 特筆に価する。

4 教育集会所建設に尽力

－ 9 －



種別 番号 市郡名
氏 名

所 属 役 職 名 在籍期間
(生 年月日 〕

~、3、1 

かん ばる (t( 志子

立
上 原 国 雄 苅 田 町 自 46. 4 1 

~、:，; 1 3 苅 田 町 館 長 至 現 在
民

(M.42. 8 
館 4) 小波瀬公民館 ( 1 1 年〕

みらはら かっ と

道 原 勝 人 北 九 州i 市 自 47 4 

1 4 館 長 至 現 在

(T. 3. 3. 25) 大里東公民館 (10年)

自

もタ うち をさ 志子

治 森 内 正 雄 北 九 州 市 自 39 4 1 

1 5 北 九州市 館 長 至現 在

〆‘、 (M.39. 8. 25) 鳥野公民館 (18 年)

町
念かがわ !し つ("

中 JII 義 次 ~t 九 州 市 自 48 4. 1 

内 1 6 館 長 至現 在

(8. 8 1. 26) 香月西区公民館 ( 9 年)

) 

念が といし よし やす

ノ4、:，; 長 門石 芳 康 久 留 米 市 自 31. 8 1 

1 7 久留米市 館 長 至 現 在

民 (T. 6 4 1 ) 御井公民館 ( 25 年〕

館
!し左.' っとむ

=Eと3 永 勉 直 方 市 自 29. 1 

1 8 直方市 館 長 至 現 在

(8.11 Z 5) 東校区公民館 (28年〕
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表 彰 の 内 容

業 績 理 由

1. 高齢者教育 ・婦人教育の振興に尽力 長年にわたり、公民館長として、地域課題に即した

Z 地域内各種団体の育成指導 事業を展開し、特に婦人教育・高齢者教育での功績は

3 住民の学習機会の拡充に努力 高く評価される。

1. 青少年の健全育成に尽力 公民館活動を通して、地域住民の市民意識(連帯意

Z 地区公民館における社会教育関係団体の 識〕を醸成し、明るい住みよい町づくりに貢献すると

連携育成に尽力 ともに、各種団体の指導育成を推進し、社会教育の発

展に多大の貢献があった。

1. 小地区公民館の特色を生かした地域づく 1 8年間にわたり、館長として地域の社会教育振興

りに貢献 に積極的にとりくみ、地域住民と密着した公民館活動

Z 青少年健全育成と非行防止に尽力 を展開して、地域のコミュニティづくりに貢献した。

1 青少年の健全育成に尽力 公民館活動を通して、明るい町づくり、青少年不良

2. 地峡住民の親睦 ・健康向上、地域の美化 化防止、地域文化の向上に寄与した功績は大である。

活動に尽力

3. 社会同和教育の推進に貢献

1 地域コミュニティづくりに尽力 活気ある公民館諸活動の推進並びに伝統芸能の普及

Z 久留米市公連の役職員として、指導的な に努めることにより、地域コミュニティづくりに多大

役割を発揮 の貢献をしている。

1. 地区公民館における地域連帯の高揚と役 公民館活動を通して、地域住民の自主性 ・協調性・

職員の研修の推進 連帯性を高め、社会教育の振興、住民福祉の増進に尽

Z 自治会活動・青少年健全育成に貢献 力した。また農村地区公民館と団地町内公民館との調

整役を努め、校区自治公民館を結成した功績は大きい。
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種別 番号 市郡名
氏 名

所 属 役職名 在籍期間
(生年月日)

はせがわ っとむ

長谷 川 勉 田 JII 市 自 4O. 4 1 

1 9 回 川市 館 長 至 現 在

(T. 13. 8. 13) 松原 1区公民館 (17 年)

た しろ ふさ じ

田 代 房 次 八 女 市 運営審議会 自 42. 4 1 
自

2 0 八女市 至 現 在

(T. 4 1. 14) 長野町内公民館 委 員 ( 1 5 年)
治

〆喝、 在か むら うさぶろう

中 キサ 卯三郎 大 )11 市 自 40 4. 1 

2 1 大 川市 館 長 至 現 在
町

(T.15 9. 29) 荻島公民館 ( 1 7年〕

内

， 
とう たっ さろう

後 藤 辰五郎 中 間 市 自 46 4 1 
) 

2 2 中間市 館 長 至 57 3. 31 

(S. 3. 1 1) 宕腕耳目U一区公民館 ( 11 年)
1[、2、

民 ひら やま かっ しげ

平 山 且 茂 筑 紫 野 市 自 46 4. 

2 3 筑紫野市 館 長 至 現 在
館

(M.43. 11. 30) 牛島公民館 ( 1 1年)

自 24 4 1 
はら くら まさかず

原 口 正 星 野 村 至 26. 3. 31 

24 星 野村 館 長 自 48. 4 1 

(T. 1 8. 2) 第 2区公民館 至 現 在

(11 年)
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表 彰 の 内 容

業 績 理 由

1 健康づくり ・体力づくりを推進 地域住民に対して融和と協調を提唱し、住民相互の

Z 青少年の非行化防止、健全育成に尽力 連得意識を高めるなどして、公民館活動の実践により

3 各種の教養講座ーの開設に努力 地域づくりに尽力した功績は大である。

1 各種事業の推進に努力 公民館事業に積極的に取り組むとともに、各種サ

Z 公民館運営委員会の設置、公民館事業の クノレの結成、文化活動に尽力した功績は多大て'ある。

運営の円滑化に貢献

3 新生活運動の推進

1. 町内公民館運営に貢献 館長に就任以来、豊かな知識と経験を生かし、公民

Z 校区町内公民館の連携と協力体制jの推進 館活動 ・事業の推進に尽力するとともに、絞区公民館

3 校区内子供会の連携と協力を推進 長会々長として校区内公民館活動の推進に多大の功績

4. 子供会育成連絡協議会事業の指導 があった。

1. 町内公民館の建設に貢献 町内公民館建設に尽力、子供会活動の育成・スポー

2 子供会育成活動に尽力 ツの振興等に積極的に取り組むと共に関係団体と連携

3. 社会体育の振興に寄与 の上、地区住民の融和と文化の向上に多大の貢献をし

4 各種公民館事業の推進に努力 t.::.o 

1. 小地区公民館連絡協議会結成に尽力 小地区公民館連絡協議会を結成して、白から副会長、

Z 公民館活動の推進に寄与 | 会長を歴任し、その充実発展に努力するとともに、

各種の効果的な公民館事業の推進に貢献した。

1. 公民館活動の基礎づくりに尽力 地域社会づくりに積極的に取り組むと共に公民館分

Z 社会教育関係団体の指導に努力 館長らのよき相談役、指導者として公民館活動の推進

3 青少年健全育成に尽力 に寄与した功績は大である。

4. 後継者の育成指導に尽力
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種 別 番号 市 郡名
氏 名

所 属 役職名 在籍期間
(生年月日)

自
自 50.4.1)(猿三ム伊民也

治 .，.事i"< f宜 た〈 ま

( 大久保 琢 磨 赤 池 町 至 54.3.31館長

町
内 2 5 赤池町 運営委員

自 54.4. 1 ) 

o 、1 (S. 9. 9 猿畑地区公民館 至現 在
民

( 7 年)館

－ 14 －



表 彰 の 内 容

業 績 理 由

1. 地区公民館活動の組織化に尽力 地区公民館連合会常務理事として組織の強化と連絡

Z 地区公連活動の推進・地区公民館の指導 調整の緊密化に努力。また、地区公遠の各種活動の推

に貢献 進にあたっては、常に先導的な役割を果して、多くの

成果をあげている。

－ 15 －



昭和 5 7 年度 優良

施 設

種別 番 号 市 郡名 公民館名 所 在 地 館長名
敷地面積 建物延直積

d m' 

いたひっ
北九州市小倉北区

1 板橿公民館 星出 麟 1， 1 4 7 419 

井堀 2丁目 7-4

:1¥ 3、
き〈

北九州市小倉南区

2 企 救 公 民 館 松尾 強 570 644 

北方 2丁目 16ー 7

北九州市

立

あ子う
北九州市戸畑区

3 浅生 公 民 館 神野 正 1， 064 441 

浅生 2丁目 13ー7

:1、A、

っきだ 北九州市八幡東区

4 槻印公民館 松崎道正 2，645 648 

宮の町 2丁目 2-10

民

もと会か
福岡市西区

5 元岡 公 民 館 上原次男 997 270 

館 太郎丸 1丁目4-15

福岡市

をいだL 福岡市東区

6 馬出 公 民 館 前 野利 雄 534 280 

J馬出 1丁目 12-33
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公民館表彰一覧

状 況
設備の状況 表 彰 の 理 由

構 造 建築年月日

学級講座なと・主催事業の実施に創意工夫カみられ、叉、

鉄 筋 1 6棚映写機 放送利用により事業効果をあげるなど、地核住民に親

コンクリート S. 51. 9. 8 OHP しみやすい活動が実施されている。

2 階 建 スグリ ン また、文庫ボランティアの活動など、ボランティア

の活用がはかられている。

8・16棚映写機 魅力ある公民館事業を推進するため、開設する諸議

筋 OHP・VTR・ 座に地級住民のニ ードを十分にとり入れ、情報の蒐集

S. 43. 3.31 ファックス、印刷機 に工夫をこらすなど、学習内容に創意工夫がみられる。

2 階建 カメラ、テレビ

各種団体等の活動の場として地域住民の利用も活発

鉄 筋 S.49.11.11 講堂、学習室(大・小) であり利用者も多岐にわたる。また 「誰れでも自由に

視聴覚室、調理室 気やすく 出入でき る開放された公民館」をモット ーに、

2 階建 改築 和室(大 ・小) 地核住民や子供達の生活に関連する各種相談に応、じて

いる。

冷暖房器一式 小地区公民館と協力して効果的に事業を展開してお

鉄 筋 S.29.8.28 放送設備一式 り、また点訳講座、手話講座など国際障害者年にふさ

コンク リート S.49.11. 1 1 6棚映写機 わしい事業を実施するなど、活動に創意工夫を重ね、

3 階建 改築 ファァクス、輪転機 コミュニ ティづくりの推進に役立っている。

複写機

輪転機、複写機 公民館活動の中に、同和教育を位置づけて、人権尊

木 造 ワイヤレス<'1夕、スタ 重に関する啓発活動を積極的に推進している。公民館

S.23.12.25 リーン、 16 """映写機 活動をとおして、地域住民の連帯感を高めるべく力を

平 屋建 卓球台、移動黒板 入れている。

座机、机、精子

輪転機、複写機 同和問題に正しい認識を深めるための学習啓蒙活動

鉄 筋 ワイヤレスマイ夕、スク を重ねることにより、社会同和教育の促進に意欲的な

S. 28. 4. 1 リーン、 16m映写機 取り組みをみせている。

2 階 建 卓球台、移動黒板

座机、机、崎子
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施 設
種別 番号 市郡名 公民館名 所 在 地 館長名

敷地面積 建物延面積

d ni 

福岡市中央区
だいみよう

7 大名公民館 山崎健児 381 519 

大名 2丁目 6-53

:L¥ A ト一一ーーー

福岡市早良区
むろみ

8 福岡市 室 見公民館 飯地大蔵 1，322 300 

立
室見 5丁目 9-23

福岡市南区
わかひき

:L、ヘ1 9 若久 公 民 館 落 石卯七 558 322 

若久 1丁目 21-24

民
行橋市

Dぶ衣が

1 0 行橋市 延永 公 民 館 杉園 信義 1，945 577 

文字上津熊76番地1

館

八女郡広川町
ひろかわ

1 1 広 川町 広川町中央公悶官 中村 寿太郎 2. 8 8 4 671 

新代 1804の 1

自

治
( 北九州市若松区
町 しようわ

内 1 2 
) 

北 九州市 昭和 公 民 館 橋 口 秀寿 686 336 

ノ4、，; 老-101丁目 6-7 
民
館
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状 況
設備の状況 表 彰 町〉 理 由

構 造 建築年月日

輪転機、複写機 地域住民の学習要求を適確に把鑓し、地域性を十分

鉄 筋 ワイヤレスマイ夕、スクリーン ふまえた、公民館活動を推進して顕著な実績をあげて

4 階建 S.29. 4. 1 1 6棚映写機、カメラ いる。

( 3・4階) 移動黒板、座机、机

椅子

輪転機、複写機 地域づくりや課題発見のための拠点としての公民館

鉄 骨 ワイヤ0<<"イ夕、スクリーン 活動を 、事業をとおして創り出していくことにつとめ、

2 階建 S.38. 5.1 16mm映写機、卓球台 特に青少年健全育成については、関係団体との連燐に

( 1階) 移動果、板、座机、机 より大きな成果をあげている。

精子

輪転機、複写機 地主主団体との連携のもとに青少年の健全育成や社会

木 造 ワイヤレ担マイ夕、カメラ 体育の振興を図り、この地嫁ぐるみのとりくみが住民

S. 37. 4. 1 パレポーノレネッ ト 相互の連帯感の高揚に大きく役立っている。

平屋 建 卓靖治、移動黒板

座机、机、符子

映写機、テレビ たくましし、「行橋っ子 」を育てようを合言葉に、 青

鉄 筋 調理器具一式 少年を非行から守 り社会環境浄化につとめ地域ぐるみ

コンクリート S . 55. 4. 1 スポーツ用具一式 で健全育成活動を推進するとともに、スポーツ活動を

2 階建 事務機器一式 通じて住民の連帯意識の向上をはかり明るく住みよい

町づくり運動を展開している。

集会室(2) 地域(区) の社会教育の推進拠点として、分館の育

鉄 筋 和室、事務室 成強化と自主的活動を助長するための適切な方策を実

S.43.12 図書室 施し、青少年の健全育成、成人の教育、新生活運動、

コンクリ ート リーダーの養成、社会体育などの領域に見るべきもの

がある。

事務機器備品一式 地域住民のニーズを的確にとらえ、率先して事業活

木 Z、企旦k 
調理機器一式 動を展開している。特に地域環境づくり、青少年の健

S.33.6.1 冷暖房器具一式 全育成には積極的な取り組みが行われてL、る。

一部 2階建 消火設備その他
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施 設
種別 番号 市郡名 公民館名 所 在 地 館長名

敷地面積 建物延t!iif菌

d rrf 

北九州市八幡西区
念か はる

1 3 北九州市 中の原公民館 千布辰次 308 173 

メさF下上津役2191-56

自
大牟岡市

〈さき.."" 

1 4 大牟岡市 草木上公民館 池松 茂 3 3 0 200 

治
大字草木 901

r、

久留米市
あらき

町
1 5 久留米市 荒木校区公民館 福沢 常夫 629 210 

荒木町荒木1312-1

内

田川市
) さ〈 らまら

1 6 田川市 桜町公民館 玉江芳彦 1.322 337 

桜町 9番 48号

ノ~

民
八女市

み念みほほ

1 7 八女市 南馬場公民館 馬場 斉 1 97 116 

大字馬場 876ーl
館

大川市
げはやし

1 8 大川市 下林町 公民館 後 藤松 男 336 1 5 8 

大字下林苅前宮宮室内
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状 況
設備の状況 表 彰 の 理 由

構 造 建築年月日

地域住民の強い連帯感と自治意識に支えられ、文化 ・
木 造 ホーノレ、和室(2)

教養 ・レクリェーションセンタ ーとして幅広い活動が

8.51.10.31 厨房、事務室
展開されている。

平 屋 倉庫(2)

ホーノレ(ステージ付)
役員、運営委員さらに住民の有志が一体となって

木 造 「老若新旧の融和と協調」をモットーとして「住みよ
会議室(小 ・中)

8.39.4. 1 い明るい豊かな 」街づくり、コミュエティ づく りの核
放送設備一式

平 屋
調理台、卓球台

となる活動を積極的に行って、大きな成果をあげてい

る。

コミュニティスポーツの振興を図るとともに、地域

和室、調理室
住民が一体となって体育大会を行い、豊かな町づくり

鉄 筋 8.43. 7 に貢献している。また、住民の主体的な活動を推進す
応接室、事務室

るために、部制の充実強化を図るなど当市にあって先

導的な公民館活動を実施している。

地級住民の生活課題 ・要求に応えるべく各種の講座

集会室(2)、会議室町 を開設し、公民館活動に積極的に取り組み回川市から

鉄 J円"" 8.56. 3.21 放送室、調理室 モテソレ公民館に指定されている。また、毎月定期的に

管理人室、倉庫 公民館便りを発行している。

「町民の融和 Jr青少年の健全育成 Jr地域環境改

大広間、和室
善運動 」を三つの柱と して活動を展開している。施設 ・

木 造 8.55.12.28 設備の整備充実にも見るべきものがあり、 今後の発展
調理室

が望まれる。

生涯教育の観点に立った新しい活動の取組みが工夫

木 Zt旦k 放送設備一式 されており、町内の各社会教育関係団体との連携によ

S. 30. 1 炊事施設一式 る地域ぐるみの青少年育成をはじめ、社会体育、高齢者数

平屋 建 演台ほか 育など、その多角的な活動は本市の中でもきわだって

いる。
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施 設
種別 番 号 市郡名 公民館名 所 在 地 館長名

敷地面積 建物延匿罪責

d d 

中間市
かみをといり

1 9 中間市 上底井野公民館 横矢義道 341 170 
自

実字上底井野1624-4

治

〆ー、

町 筑紫野市
みや もタ

内 2 0 筑紫野市 宮の森公民館 原 大 670 179 

) 大字原 714-19

o 

民

大野放市
館 念~‘

2 1 大野滅市 中 公 民館 樋 日 哲夫 1， 00 0 501 

大字中 447番地
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状 況
設備の状況 表 彰 の 理 由

構 造 建築年月日

公民館の組織運営が民主的に行われ、青少年の健全

木 造 S. 9 放送設備 (2セット)
育成に全住民が一体となって青年を推進力とする町づ

S.53 大ホーノレ、会議室匂) くりが活発であり、文化・体育等の諸行事及び広報活

平屋 建 改 築 ケ' トポーノレコート 動を通じ新l日住民相互の融和と連帯感づくりに努めて

。まカミ いる。

地核住民の声を十分に組み入れた活発な活動が展開

軽量鉄 骨 f1:l室、ホール
され、本市におけるそテソレ的な公民館として、先君事的

S . 53. 4.30 会議室、調理室 な役割を果している。

モノレタノレ 図書(1.2 5 0冊)

ホーノレ、和室 純農村地域から住宅地減、準工業地威へと環境の変

鉄 筋 S.57. 3.20 
事務室、調理実習室 化が激しい地域にあって、文化・体育活動の活発化に

コンクリ ト 図書(300冊) よる地域づくりと住民の融和の活動にカを注いでいる。

2 階建 改 築
暗幕設備、テント

とくに、文化祭の開催、文化だよりの発行などに顕著
復写機、テレビ

な成果をあげている。
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分科会事例発表要旨



〈行財政・都市〉|第 1分科会|

美

喜

治

男

正

噴

住民が主体となる公民館の管理・経営の在り方

公民館施設の整備充実と職員体制jの確立

前三瀦町助役

中間市中央公民館長

春

下

崎

藤

橋

木

岩

後

高

。

。
討議の視点

北九州市門司中央公民館

北九州市門司中央公民館係長

助言者

司会者

記録者

会場責任者

住民が主体とまる公民館の管理・経営の在り方

雄和藤後北九州市枝光北公民館長

少し述べさせて頂きます。「住民が主体となる公民館の管理 ・経営の在り

1.公民館運営委員会

公民館運営委員会は、公民館が真に地域住民の

方」を、住民主体の公民館経営の現状、即ち地域

住民の公民館活動への主体的な取り組みという内

容で発表します。

ために適正かつ効果的に運'sされるよう考える場

です。地峡住民を代表する各種の機関、団体の代

表者から構成されており 、実質、公民館長の諮問

機関的存在であり、叉協力組織だとも考えられま

それも既にどこの館でも実施しているような内

ご了承をお願いしますO

公民館のあるべき姿の基本Jlll念として、

容にな りますが、

人間尊重の精神1 

す。生涯教育の態勢の確立2 

その中で住民の欲求、関心を把短し、地域のii*

題を明らかにし、住民の中にある優れた知能、技

術、経験を館事業の中へ活かし、地域のもつカを

館活動の中に組織化していくものだと考えます。

当公民館でも年度当初に館の年間行事や活動方

住民の自治能力の向上

と三つが 「公民館のあるべき姿と 今目的指傑」の

3 

中に挙げられていますが、特に第 3については、

公民館活動の究極のねらいであると言われていま

区地のれぞれそ+ふカ能たi
u
 

〉

h
ノその民住域地方

。一
す

主|を説明し、それぞれの委員に個々の事業につい

て指導、協力をお願いしています。叉各税同体のにおいて、地域の特色とい った形で現われており、

年間行事も互いに話し合い、団体相互の協力や調自らが何かをやろうとする住民の活力ともいうべ

整をして地域の公民館活動の大綱を決定していききものがそこに見られます。それをどう方向づけ、

どのように生かすかは、館と住民との係わりの中 ますO

その係わり方が単に館の説明を聞くとL、う姿勢から生まれてくるのではないかと患います。

枝光北公民館地区はそうした住民の活力ともい ではなく、住民の代表者として積極的に館事業の

中に地減のも っている力を活かそうとしています。うべきものが、以前から育っていたようです。

ここで、住民参加の公民館活動の現状について
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2:.家庭教育学級

家庭教育学級の賓の良否は学級運営委員会によ

って決まると考えています。学級生自身の意志で

運営される学級、学級生主体の学級か否かは学級

運営委員会のあり方で決まるもののようで、す。

学級生が主体となる学級運営であってこそ、真

に学級生が主人公である住民主体の学習が生れる

のではなし、かと考えています。下記の記録は昨年

の学級運営委員会で初めて放送利用学習に取り組

んだ時の経過です。

6月16日 NHK訪問

。放送利用の説明をうける。

。ピデオテープの一覧表をいただく。

6月 18日 八幡東中央公民館訪問

。rNHK放送利用区民のつどい 」に参加し利用

方法を学ぶ。

6月23日 NHK訪問

。ビデオテ プ4本借用する。

6月 24日 学級運営委員会

o 4本のビデオテー プを視聴後、 学習教材宏 1本

tこしtまる。

。学習課題を 「積極的と消極的 Jに決める。

( rおかあさんの勉強室」 から)

6月 24日 視聴覚センター訪問

oNHKのテープを公民館のテー プに写 しかえる。

(ダビング)

6月25日 学級運営委員会

。学習目標ーー積極的な子供にするための親のあ

り方。

7月2日 学級運営委員会

。学習計画表にそってリハーサノレ。

。学習計画表を修正する。

。講師との打ち合わせ。(電話にて)

(以上、枝光小学校家庭教育学級文集から)

以上は学級運営委員会での取り組みの一端です。

今回は放送利用学習を初めて計画したのて、 4固も

集まりましたが、通常の学習の時は 1~ 2回程度

の集まりです。

学習計画表は各時間帯ごとに「内容、質問、方

法」を項目別に要約したものを作成し、学級運営

委員がそれに従ってそれぞれの役割を果たしてい

きます。

このように学級運営委員会で各委員が役割を分

担し、それぞれが納得のいくまで話し合って、主

体的な学級の取り組みをしています。

3.公民館クラブ協議会

これは公民館経営協力委員会ともいえるもので、

公民館運営委員会が地域全体の住民の代表である

のに対して、公民館利用者代表ともいうべきもの

です。

それぞれに公民館経営上の重要な役割をもって

いて、相互補完的な役目を果たすものと考えてい

ます。

当館では 30余りのクラ ブが活動していますが、

それぞれが曜日も違い、時間帯も違います。 これ

では同じ公民館で学習しながら、互いに顔を合わ

せる機会はほとんどなく、公民館ク ラブの目的で

。学習方法 ノミズセッション ある知識、技術の修得の他に友達づくり、 グノレー

。利用方法 同時視聴、分断利用 プづくりをするため不十分なので、何かク ラブ向

。役割分担 進行係、記録係、機械操作係、会 宏、をつなぐようなものを作ろうということになり

場係を決める。

6月 27日 学級運営委員会

。学習計画表を作成。

話し合いの柱、学級生への問L、かけの内容、時

間の配分、分断箇所を決める。

ました。

1 クラブ相互の情報交換、連絡調整をしなが

らよりよいクラス運営ができるように図っていく。

Z つながりの輸をより大きく広めていくため

の合同での親陸行事を計画する。
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3 単独のクラブでは困難な研修や学習(単発

の講習会〉を実施してL、く。

ことを目的に各Fラプの代表者が集まって、公

民館クラブ協議会を結成し、年聞にいくつかの行

事を計画、実施しています。

このクラブ協議会は公民館利用者の集まりです

から、日常館を利用する中で、館の施設、設備に

ついても様々な意見が出され、それらの整備充実

について、大きなカとなっています。

枝光北公民館クラブ協議会規約

第 3条(目的)

本会はクラブ活動の円滑な運営を図るとともに、

クラブ生相互の親睦を深め、地域の生活文化の向

上をめざすことを目的とする。

第 4条(事業)

本会は第 3条の目的を達成するため、次の事業

を行う。

(1) クラブ相互の連絡調整に関すること。

(2) クラブ生相互の親睦を図る事業。

(3) クラブ生の生活文化の向上をめざす事業。

この公民館クラブ協議会は、地域住民が主体的

に公民館クラブをより実りあるものにしようと取

り組んでいるものと考えています。

4.公民館だよりへの住民の参加

当館は、昭和 39年開館以来、明るい町づくり、

よりよい地域づくりに少しでも役立つようなE情報

をと、毎月公民館だよりを地域の全世帯を対象に

して発行してきました。昭和 57年 5月号が 210

号目 に当ります。

この 「えだみつ北公館だより」は住民参加の館

報づくりを一つの目標にして実施してきました。

館報の内容としては、館行事の紹介、館の取り

組み方の姿勢、地域団体の行事の紛介の他に、住

民の寄稿によるスベースをできるだけ入れるよう

にしています。

昨年の 7月号が公民館だよりの第200号に当たっ

たので、その時の公民館運営委員長の寄稿を掲載

し、住民参加による館報づくりの一端を紹介しま

す。

「館報 200号発行に寄せて 」

開館以来17年間、回を重ねて 200号の発行とな

った「えだみつ北公民館だより」

当初は公民館行事の告知板的内容のものであ

ったが、号を追うごとに内容も充実し、現在では、

講座、学級の予定はもちろん、青少年問題へのと

りくみ、団体活動の状況、校光の歴史などを慮り

こみ、地域住民の文化、教養の向上の一助となる

までに成長しております。 まさに「市政だより枝

光版」といった感じで期待される存在です。

特に、毎月各戸配布というシステムは、投稿並

びに配布して下さる地域の方のお力添えの賜物だ

と思います。

このように館報としては充実 したものにな って

いますが、まだまだ問題がないとはいえないよう

です。

地域住民の身近な問題を盛りこんだ親しみやす

い館報になるために、より多くの住民の交流の場

としての「公民館だより」にならなければなりま

せん。

編集に当っては地減住民をまじえた編集会訴を

設けるのも一案かと思います。

地域住民の教育文化活動や交流の場として、コ

ミュニティ(地域社会)の中核的役割lをもっ地域

公民館の館報と して、また、 コミュニティセンタ

ーと して一層の充実した公民館活動をされること

を期待します。
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大野城市にまコ‘ける公民館行財政の現況

大野滅市中央公民館長 浜 田 徹

1.大野城市の概況

大野城市は政令指定都市福岡市と南接し、国道

3号線、国鉄鹿児島本線、西鉄大牟田線等の交通

要衝の地であることから、近年、福岡市のベッド

タウンとして急激な都市化をきたした。

より隣接の春日市等と同時に 1町独立の市制を施

行して今日の大野披市となった。面積は 26.94Knt

市の南部と東部がふくらんだ『ひょうたん形』の

地形をし、その南部と東部は、それぞれ、牛頚山、

囚王寺山となっている。

それまで純農村地帯であった本市は、明治 22 

年に 11ケ村が合併した大野村が昭和 25年に町

制を施行した後、昭和 47年 r3万人特例法 」に

人口は、約6万 4千人。昭和 45年には 3万 4

千人だった人口が昭和 50年には 5万 2千人、 昭

和 55年には 6万 4千人と急増している。

2.本市社会教育施設

〈別表1) 

区分 施 設 名

全 中 央 ιf、=、 民 館

総 メ
E
弘
Z 体 育 館

市
野外活動センタ ー

体 育 館

老ー 人 憩 の 家

牛頚老人憩の家
南

南 プ 成 人 用
市 l 子 供 用

地
民ノレ

管 理 棟

バレー ボ ーノレコート

7 一 ス ;:1 ト
区

南 夜 問 照、 明

平野 小 夜 間照明

体 育 館

央中 パレー ボ ノレコート

地 7 一 ス こ2 ト

区 大野小学校夜間照明

大利中夜間照明

体 育 館

北 バレ ー テニスコ ート

地
~t プ 成 人 用
市 l 少 年 用

区 民ノレ
幼 ノj日し 用

北 夜 間 照 明

東
体 育 館

地
ア 一 ス ;:1 ト

区
東 中 夜 問 Ilil 明

東 夜 間 照 明

町 各区公民分館(1 9館)
内 集 会 所 ( 4館 )

構 造 建築面積

鉄筋 2階建 2.518.6 m2 

鉄筋 3階建 4.457 押l
キャンプ施設フィノレトフスL手ック 22.977 rrf 
鉄骨 2階建 854 押l
木造瓦葺平家建 103 例よ

11 67 押12 

鉄筋 15x25m 288 押l
11 円 12m 114 押l

木造瓦葺平家建 106 押l
夜間照明付 2 而

11 2 阪

4 基 (150.t)

H (134.t) 

鉄骨 2階建 545 押12 

1 間

夜間照明付 2 面

5 基 .(150L)

6 基 (200.t)

鉄骨 2階建 1.225 押l
夜間照明付 3 面

15mx25m 375 押12 

円 12m 114 d 
円 10m 79 押l

7 基 (150L)

鉄骨 2階建 1.21 7.07押l
1 面

8 基(200.t) 

4 基 (256.t)

鉄筋 2階建 17館木造 2館 2 9 9 m2~ 5 0 8 m2 

鉄筋 2階建 1館木造 3館 1 5 0 m2~ 3 0 9 m' 
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3.本市社会教育行政機構と職員体制

〈別委2)

(4) 公民分館活動の活発化

公民分館活動費補助金交付 (7，000)

(5) 学習教材の購入及び作成

図書教材の購入 (4，179)、 1 6棚フィノレム購入

(1 0 1"\川、電. ~ ~ 品4-+ .........Ih-.....A-

〔館長(係長 1)、係長 1、専任 3J 

〔館長(係長 1)、専任 5、嘱託 1、社会教育指導員 2J 

4.本市社会教育関係財政

〈別表2-1) 

項 目 予 算 額 ωとの対 比 侶)との対 比 (C)との対費

一般会計総額ω 1 1，7 2 1，92 8-f千l 100.00 % 9五 % 

教 育 2空白) 3，468，564 29.59 100.00 

社会教育費(C) 458，470 3.91 13.22 100.00 

公民館費 29，989 0.26 0.86 6.54 

図書館費 5.979 0.05 0.17 1.30 

※ただし、公民館費と図書館街のうち人件費は社会教育総務総に計上。

(男IJ表2-2)

項 目 予 算 額 構

事 業 費 1.739千円

事 務 費 3，554 

備 品 費 320 

旅 費 365 

保守管理費 16，883 

負担金補助金 7，128 

5.本市公民館の変遷

(1)昭和 22年、文部次官通達により 、役場内

に公民館を併設。

(2) 昭和 24年、公民館条例を制定。

(3) 昭和 25年、青年倶楽部をあて分館とする。

(ないところは区長宛 )

(4) 昭和 28年、公民館竣工。

(5) 昭和 46年、中央公民館竣工。

成 費

5.8 % 
1 1.8 

1.1 

1.2 

56.3 

23.8 

6.公民館関係事業と予算 (s 5 7年度計画)

(1) 主要事業(単位千円 )

文化展 (298)、貸出文庫交流会(50 ) 

(2) 学級講座の開設

① 国、県等補助事業

婦人学級 (1学級、 100)、家庭教育学級 (13

学級、1279)、乳幼児学級(1学級、 143)、老

人大学講座(1，700)、グループ活動 (2グループ

192 ) 
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② 市費事業

食生活改善教室 (1学級、 237)、郷土史講座

(62)、レクリェ ション講座 (2コース、 74)、

市民文化講座 (50).読書ボランティア講座(45) 

③その他 自主学級(2 2学級)

(3) リーダー育成事業

分館主事研修 (366)、地域貸出文庫育成(123)

(4) 公民分館活動の活発化

公民分館活動費補助金交付 (7，000)

(5) 学習教材の購入及び作成

図書教材の購入 (4，179)、 1 6棚 フィノレム購入

(1，800)、VTR教材の作成

－ 30 －



第 2分科会 〈行財政・町村〉

討議の視点 。住民が主体となる公民館の管理・経営の在り方

。公民館施設の整備充実と職員体制jの確立

助 ー回= 者 小石原村教育委員会教育長 梶 原 昭 国

司 d2b3E ‘ 者 県教育庁田川出張所社会教育係長 徳、 久 ~大~ 博

記 録 者 北九州市白銀公民館 中 島 正 信

会場責任者 北九州市小倉北中央公民館係長 村 上 万 治

粕屋町に b ける公民館の運営等について

1 .はじめに

粕屋町は福岡市東部と隣接する南北に細長い粕

屋郡のほぼ中央にあり、市内に突出したような人

口27.772人の町である。

町全体が平坦で農業中心の社会であった合主億附市

の発展とともに、ベッドタウン化し、都市化の諸

影響を受けているところである。

特に流入人口、借家の増加は都市近隣の他地媛

の町村とも同じことだと思う。

教育施設の面では、学校の増築に追われて社会

教育関係まで手が届かないのが現状である。

表 1で示すように、社会教育の中心となる中央

公民館、それとイ中原小学校に隣接した町民体育館

(パスケットコ ト1面)、粕屋中学校グラント

の夜間照明、テニスコート(2面)、柔剣道場 1

ぢけで、町民グランド要求の声が出ているところ

であるO

したがって、施設面の不備をカバーするため、

全小中学校の運動場及び体育館の開放をし、叉類

似公民館を分館として位置づけして取り組んでい

る。

社会教育の職員は、課長 1、社会教育主事 1、

主事 2で教育長が中央公民館長を兼任である。

粕屋町公民館主事 安 川 典男

2. 中央公民館について

粕屋町の公立公民館はこの中央公民館のみであ

る。使用目的別に数室があるが、 100名程度の

学習室がないことで困っている。施設運営面では

諸会議、研修会等利用は多いのではなし、かと思わ

れる。

特に 350+100席の講堂は他と比較して利用

されているようだ。町関係のみでなく、粕屋郡の

ほぼ中心に当面Iが位置するため郡関係の諸会合て‘

もよく利用されている。

使用料は町内社会教育関係、行政関係は無料。

教委、行政等必要と認めたものは半額。その他は

一定の金額を徴収することとな っている。

年間使用料収入は約 100万円で夏場 2ヶ月の

電気代にもならなし、。

中央公民館の職員の面であるが、先に述べたよ

うに、館長は教育長兼務、 主事は社会教育主事が

兼任、住み込みで管理人 1名の計 3名ということ

になる。
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しかし、現実には社会教育即公民館ということ

で社会教育課職員はすべて公民館の職員である。

これは全体に社会教育関係の職員が少ないこと

が原因で、職務内容を明確にしても人員が不足す

る。そこで兼任でお茶をにごすことになっている

と思う。この問題は当粕屋町だけではないような

話も聞くのだが・・…..。

事業面については、組織上教育委員会がやって

いるのか、公民館がやっているのか明確に分ける

ことができなし、。

しかし、各種の学級の開設、諸団体の研修会の

実施は行っている。ただ、先にも述べたが職員

数が少なく 、充分に手が届かず社会教育関係団体

に委託するような形の学級、講座もある。

叉、自治公民館の諸役員に対する研修会や、情

報交換のための会議等には努力をしている。他に

は主催行事の通知、運営に対する会議等を行って

いるところである。

3.自治公民館の位置づけについて

官頭にも述べたが、当町では自治公民館を分館

(表-1 ) 

教育施 設

(1) 学校数

的に位置づけをし、公民館活動の活発化を図って

いる。その手だてとしては、各行政区ごとに分館長、

分館主事等の役員を選出して地域公民館活動を推

進していき、そのことが町の公民館活動の活発化

になると考えるからである。

この自治公民館役員に対し、研修会、活動の情

報交換等を行いながら資質の向上を図り、連絡を

密にし、十分に機能するよう努めているところで

ある。

叉、町からの活動補助として、昭和 57年度に

ついては表 2で示すような補助金の配分を行って

L 、る。

この自治公民館を分館的位置づけとすることに

問題がないとはし、えなし、。その 1つとして、行事

消化型の町からの下請け的活動となってしまい、

本来の自治公民館の活動からはずれてしまうこと

が出るからである。

しかし、これは、自治公民館役員の考え方によ

るところが大きく、この問題についても っと手を

入れていきたいと思う。

小学校 3校〔仲原 ・大川 ・粕屋西)

中学校 2校(粕屋中学絞 ・粕屋束中学校)

幼稚園 3校(仲原 ・大川・西 )

(2) 学校給食共同調理場

粕屋給食センタ 1ヶ所

(3) 社会教育施設

中央公民館(本館) 1ケ所

綴似公民館(分館) 1 8ケ所

社会教育施設

町民体育館・テニ久コ ート ・柔道場 ・剣道場 ・グランド照明
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〈表-2)

昭和 57年度 分館助成金

分館名 助成金額 前期支 給額
世帯数

( 5 7年3月末)

大 隈 108，500円 70，000円 283戸

上 大 隈 100，500 70，000 237 

江 辻 122.000 80，000 362 

戸 原 160，500 100，000 589 大

長 者 原 248，500 160，000 1，105 
dzbコ

参

内 橋 154，000 100，000 551 力日

朝 日 84，500 60，000 142 
助

成

曙 72.000 50，000 69 費

長 戸 83，000 60，000 135 
を

実

多 の 津 49，000 30，000 112 績

サ ン ライフ 94，000 70，000 198 
tこ

応

酒 殿 104，000 70，000 258 じ

甲 イ中 原 169，000 100，000 639 
配

分

乙 仲 原 191，000 140，000 767 

若 宮 155，000 100，000 560 

原 町 174，000 110，000 668 

花 ケ 浦 174，500 110，000 672 

阿 恵 91，000 60，000 183 

柚 須 14 7，000 90，000 509 

合 計 2.482.000 1，630，000 8，040 748，000 

－ 33 －



大和町中央公民館 の運営

大和町教育委員会教育課社会教育係 成 清 一 庚

1 .町の概要

大和町は、福岡県の南部に位置して有明海に面

する東西3.8 Km、 南北 8.1Km、 面積 22.15Km'の

町で、人口 19，789人、世帯数 4，400世帯(昭和

5 7年 4月1日現在の人口動態調査)である。

東は矢部川で瀬高町と西は塩塚川で柳川市と北

は三橋町と接しており、国道 208号線(熊本~

佐賀)と西日本鉄道大牟回線(福岡~大牟回〉が

並行して南北に縦断し、主要県道が隣接市町に通

じている。

土地の大部分は、古来より行われて来た干拓

によって生まれ集落もこれにつれて広がって来て

ている。

住民の多くは大牟田、久留米、福岡を主に、近

隣市町へ勤めに出かけ従来の農業、漁業の就業人

口は低下の一途にある。

都市化の波も日一 日と強くなりつつある中で、

新しい町づくりを 目ざす基本構想、も設定され、総

合計画も樹立間近になっている。

中央公民館においてもこれらの計画に沿って努

力を傾け、 「自然の恵みを生かした快適で住みよ

い町 Jr教育文化の薫り高い町 Jを目ざして事業

を進めている。

いる。 2. 公民館の概要

昭和33年からは国営大和干拓が着工され、 社会教育における教育行政と教育機関の関係に

4 5年完成と同時に 25戸の農家が入植しこれか ついては、明確でない市町村もあろうかと思うが

らの農業を目ざし大型経営が行われている。 大和町においては別表(1)の通りの位置づけをして

小学校社会科で紹介されてからは、遠くは北九 いる。

州当りからも年間 2万人以上の児童が見学に訪れ

教育 行 依 教 背 機 関

(見IJ表:1) 

大和 町 教育委員会機構図
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別表(1)で図示した通り公立公民館としては 1つ

の中央公民館と 6つの校区公民館(支館)が設置

されている。

しかし支館については館がなく現在は小学校の

施設を利用している。

これも年次計画により遂次整備され、それぞれ

の機能を発揮する日が来るのも速いことではない。

中央公民館は、総面積2.161m'、鉄筋コ ンクリ ー

ート 2階建の機能的な建物で、昭和 55年 3月完

成し、 1階にはロビー、事務室、図書室、研修室

( 2室入会議室、和室(茶室兼用〕、調理室、

500人収容のホーノレ、 2階にはロビー、大研修

室、研修室(2室)、和室(2室)、視聴覚室を

もうけ全室冷暖房となっている。

主な設備としては、視聴覚室にVTR2台 (β

・VHS各 1台 〕、スライ ド映写機2台、 16%

映写機2台、ステレオ装置 1式が有りレクチァー

テープノレよりコントロ ーノレが可能となっている。

それぞれの研修室にはマイク施設とOHP用ス

クリーンが設置され、 OHP2台とトラベンアァ

プ1台が学習に役立っている。

ホ ノレは固定椅子と車椅子用のブース(4名分〕

幼児を伴った親用の母子室(8名分)が準備され、

508名の収容が可能である。

設備も音響、照明はもちろんの事、コンサート

やコーラス用の音響反射板、ピアノが設置され、

控室(2室〕には‘ンャワ一室や化粧台(1 2名分)

も備えつけられている。

3. 中央公民館の管理経営

中央公民館の管理については年中無休をたて

まえに、毎日朝8時 30分から夜 10時まで開館

している。

平日の午前8時 30分から午後 5時までは職員

が業務を行い、時間外及び日曜祭日については、

委託契約をした民間人によって業務を行ってい

る。

午後 10時以降の瞥備については、専門の会社

と契約して管理を行っている。

昨年度の利用状況としては、開館日数 355日、

延利用団体数1.998団体、延利用者 78.920名で

人口 1人当り 4回の利用となっている。

主たる活動については、別表(2)に示している重

点目標を中心に事業の展開を図っている。

〈別表2)
引 憲法・社会教育法、除、部の施策、大問社会教育の方針山、地域11此の世

態に即して、生活文化の匝興 ・社会福祉の増進を回り、人づくり ・家づくり ・地

駿づくりに賢する。
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館の運営については、 20名の委員で構成し年 中央公民館の維持運営費としては、昭和 56年

4回開催している公民館運営審議会や、支館長、 度支出済額で別表(3)のとおりである。

支館主事の意見を十分反映しこれにあたっている。

(男IJ表3)

大和町中央公民館の維 持 に 要 す る 経 費

1，電 気料

Z 水道料

3， 保守点検料

電気設備

筈備保障

清 掃

舞台機構

防災機器

浄 化

空調機

舞台照明

管理人委託

6，637，774円

157，1 20門

4，734，600円

259，200門

408，000円

1，284，000円

240，000円

90，000円

367，800円

330，000円

150，000円

1.605，600円

4 運営に要する経費

館長及び委員報酬

職員の給料(半額)

臨時職員給料

消耗品

13，023，593円

2，331.1 00円

9，860，363円

140，000円

692，130円

5，学級講座大会に要する経費 8，591.539円

メL
ロ 計 33，144，626円
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館の大型化に伴い、維持のための経費が大幅に このような事から大和町においても、社会教育

増加し今後も物価上昇等によ って年々増加してい 職員と公民館職員の分離専任化、専門職としての

くと考えられる。 資格の修得が当面の急務である。

4. 職員体制

法の趣旨から言えば、社会教育職員と公民館職

員は各々専任で立つ専門職であることが望ましい

が、大和町中央公民館においては館長 1名非常勤

(実態としては常勤)、副館長 1名非常勤、それ

に委員会社会教育係の係長外4名の職員が兼務で

館務にあたっているO

職員の経験年数は最長が3年、最短が1月、平均

すると 1年 4ヶ月である。

また夜間及び土曜、日曜の昼間の管理を委託した

管理人がそれぞれ 1名で、 図書の貸出 し返納、部

屋の予約、機材の利用に応じている。

地滅における教育活動の要となる支館長につい

ては、地区住民の推薦によって民間より登用し、支

館主事については、 1校区を除き小学校教頭をそ

の任に充当 している。

5. 今後の問題点

住民の学習活動が活発化している今日的状況の

中で、公民館がになう役害IJは社会教育の中主主的な

施設として益々増大の一途をたどると考えられる。

施設設備の面からは、より豪華な大型の施設に

変りつつある。

しかしながら月刊公民館 4月号の小山国社研主

任専門職員の論考にもあるように人的面での充実

は心もとなし、かぎりである。

現在公民館主事の資絡については立法上別段の

定めはないが、社教審答申「急激な社会構造の変

化に対処する社会教育のあり方」や、全公連の

「公民館のあるべき姿と今目的指標 Jの中で明ら

かにされているとおり、社会教育主事と同等もし

くはそれ以上の資絡を持つ者を標望している。

また勤務体制についてであるが、中央公民館が

「自由なたまり場 JI学習と文化の殿堂 Jとなる

ためには、それを支える具体的な担い手としての

職員であると考えるなら公民館開館時間中は、住

民の要求に対処し適切な指導助言ができる体制が

早急に確立される必要がある。

現在の委託契約による管理人制度では、管理凶i

のみが強調され「自由なたまり場」としての運営

にはほど速いと言わざるを得なL、。

施設については不足する機材等も数多くあるが、

これらは年次計画の中で整備されつつあるo

しかるに今後必要と考えるのは I附ロヒ ーに喫

茶 コ ナの新設である。

学習や会，議終了後のlr!?らいの場作りをしていく

ためにも是非希望するところであるo

今一つは、各種|週休がIH:的にだi<fibしてし、く た

めの団体訟の設u-':i:である。

|、)j体事務局及ひ|司休11¥1のill絡会，;詰)!Jの引として、

主席や机を配10'するとともにこの本についてはI!!I

fAi後も利用できるような配慮が必攻と考えるO

地区公民館(支館)については施設の日生位を，こI

ぐと共に、 支 fi1U~ 、 支郎子1" ・j i についても匂 I"J燃は

を自己!置しなければ地域活動の拠点としては機能し

ないと考えるO

経済の低成長に伴う田nu政の窮迫により新規職

員の増加は極めて困難な状況下にあるので、長野

県のある町で実施され成果をあげている委嘱職員

制度等も今後の研究課題である。

地威の住民』工学習の継続によりレベノレアップし、

より高度の学習を望んでいる今日 、 一般職員がIJ

まぐるしく配従事幸えされる様では社会教育のレヘ

ノレアァ プを図るどころか、住民の信頼感を失うこ

とは必至である。
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住民の要求に誠実に応え、指導啓蒙できる資質

を身につけることが職員に課せられた使命で、あり、

ひいては利用の増大、学習の意欲を育てる道と考

える。
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日7五五司 (事業活動・都市〉

討議の視点 。 住民の学習要求に応える事業の在り方

。 事業の推進と職員の専門性

。 広報活動の在り方

助 言 者 香蘭女子短期大学教授 岩 JIニ 龍 也

司 .6. 者 大牟田市中央公民館主査 久 保 問 金 E号-= 
記 録 者 北九州市北方公民館 !ゐ 菊

会場責任者 北九州市小倉南中央公民館係長 松b 1>) { 良

明日の親のための 学級

1.企画委員会

1. 小倉南中央公民館長

Z 同 公民館 係 長

1 社会教育指導員

A 
""-

4. 婦人教育ボランティア (4名 )

(1) この事業の開設趣旨の検討 ・確認

※何を、何故。

(2) 学習課題 ・テーマ ・内容について

※育児のHow toものから入る。

(3) 学習方法について

函

※Video、 16ミリ等を使って変化を もたせる。

(4) 対象者について

※これから親になる者を最優先。

(5) 期間 ・曜日・時間について

※期間については長くても 2ヶ月くらいで終る

こと。

※時間帯については、 共働きが多いこと、男性

にも参加してもらしヴこし、ことを考えながら、アン

ケート調査(面接)で夜に決定。

北九州市企救公民館 栗 山 正 人

委 員

5. 企救公民館長

6 同公民館職員

7 福岡教育大学教授

光安文夫(助言者〕

計 10名

(6) 講座名とキャッチ フレーズにつレて

※PRのポイントとなる重要な部分。わかりや

すく魅力あるものを考えること。

(7) PRについて

① 行政関係

市広報(全戸配布)、公民館行事あんない(全

戸配布 )、PRチラシおよび企救公民館(町内回

覧)。

② マスコミ

朝日、毎日、読売、西日本、 NHK。

③ 関係施設

④集会

保健所の 3才児教室 ・母親教室、婦人会、母の

会、家庭教育学級等。
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2.応募状況

(1)応募者数

関車豊田までに 34人。その後9人申込みあり。最終的に応募者数は 43人。

(2) 受講者数

応募者 43人のうち、 6人は保育科の学生 ・保母等のオブザーパ 、 2人は 1回も出席しなかっ

たため、最終的に受講者数は 35人とする。

(3) 受講者内訳

① この講座を主に何で知りましたか。

1 6人

( 4 6 %) 

新 聞

1 1人

( 3 1 %) 

② あなたの受講の主な動機は作]ですか。

口 込み

6人

( 1 7 %) 

保健所

2人

( 6 % ) 

育児についての 面白そうなテ 妻にさそわれ 妊娠中の姉の 妊娠中の娘の
基本的な知識を --?につられ
得るため て て 代 り 代 り

ト w

2 5人 4人 4人 1人 1人

( 7 2 % ) ( 1 1 % ) ( 1 1 % ) ( 3%) ( 3%)  

③ あなたの受講についてご主人は協力的でしたか。

協力的だ った 協力的でなかった どちらでもない

1 6人 2人

( 7 3 %)  ( 9 % ) 

※既婚女性 22人を対象

④性別、結婚の有無等

⑤ 年代別

1 0代

1人

( 3 %) 

2 0代

2 7人

( 7 7 %) 

3 0代

6人

( 1 7 % ) 

4人

( 1 8 % ) 

5 0代

1人

( 3 %) 

計

3 5人

(100%) 

計

3 5人

(100% ) 

5十

2 2人

(100%) 

計

3 5人

(100% ) 
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ふ
ー

吾
一一関働いていない

3 5人8人

(100%) ( 2 3 ~詰)

働いているうちの
共働き

9人

( 3組と 3人)

仕事の有無⑥ 

働いている

2 7人

( 7 7 %) 

日IJ域地⑦ 

言十北九州市外小倉以外の区小倉北区小倉南区

3 5人

(100%) 

1人

( 3 %) 

3人

( 9%) 

9人

( 2 5 %) 

2 6人

( 6 3%) 

※こんにちわ赤ちゃん、おきななじみ、かあさん3.開講から開講まで

の歌玄関から会場までの案内表示について

玄関の案内表示は、楽しくユーモアのあ

(1) 

開講から閉講まで(3) ① 

① るものを考える。

ア。

イ.

遠くから来ている人のためにパスの時刻② 

を連絡。

終了時間 21時を厳守する。③ 

次回の予告をするO④ 

質問 ・意見箱をつくって会場に毎回置い

ておく。

⑥ 連絡なしに 2回つづけて休んだ人には必

ず電話をする。 この電話は出席の催促というので

はなく 、出て来られるようにな ったら、いつでも

⑤ 

ょ
う
こ
そ
育
児
教
室
へ

会
場
は

2
階
の
講
堂
で
す
。

妊
産
婦
の
方
は
階
段
に

〈
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ト
イ
レ
は

1
階
で
す
。

(
回
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん

何
回
で
も
ど
う
ぞ
/
)

ノ、すや-nJ 
仇
Mわ

一
を

一
一示

|
|
」
表

1
l
l
斗

内
一
案のでさふ場ム

E

気がねなくどうぞ、ということでする。

第 10回(最終回の前の回)の時に全員

の記念写真をとり、できた写真と記念品 (家庭教

育のしおり )を最終回の時にわたす。

② 

会場づくりについて(2) 

⑦ 会場入口の行事案内は大きく 、わかりや

すくすること。

みんなで歌を歌うことからはじめる。

こんにちわ赤ちゃん(第1回~第4回)

おさななじみ(第 5回~第 7回 )

ウ.かあさんの歌〔第 8回~第 11回)

① 

※L、L、加減と思われるような、おそまつな表示を

しなL、。

②受付はスム ズにいくように出席表、資

料、名札等の配置を考える。

③ 席は先着順に自由にすわってもらう。

コートや荷物等の置き場所を用意する。

BGMを流す

④ 

⑤ 
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4.講座を終えて

(1)出席状況

全 11回のうち 7回
(乙/3)以上出席し
た人

1 9人

( 54%) 

1回の平均出席者数

2 1人

( 60%) 

(お欠席した時の理由

仕事の都合|家庭の都合

47% 32% 

(3) 受講の感想

同じく 5~6 回 ( 1，/2)

出席した人

6人

( 1 7 %) 

同じく 1 ~4 回(:0)

以下出席した人

1 0人

( 29%) 

テーマに魅|寒かったの
力がなかっ|
たから 1で

3% 3% 

大変 よか った まあよか った あまりよくなかった 回答なし

2 7人 6人 2人。
( 77%)  ( 1 7 %)  ( 6 %") 

(4) 期間・曜日 ・時間帯等

よカミ っ Tこ よくなかっTこ 計

3 0人 5人 3 5人

( 8 6 ~百 ) ( 1 4 % ) (100%) 

※よくなかった 5人

1 :人間地 18 00 ~ 20 00 

カ‘よかっTこ。

1人……土曜日がよかった。

5.育児目 標

(1) 子供は何人ほしいですか。

1 人 2 人 3 人 4 人

2人 5人 2 1人 7人

( 6 %) ( 1 4 % ) ( 60%) ( 20%) 

計

3 5人

(100% ) 

2十

100% 

E十

3 5人

(100%) 

3 5人

(100%) 
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(2) 子供には、どういう人聞に育ってほしいで

すか。

① 思いやりのある人間・ 一… ….. 45% 

② しっかりした自分を持てる人間一 24%

③ 素直で明るい人間……一 …ー 18%

④ のびのびと自由に育ってほしい 13% 

6.受講者のひとこと感想

(1) 歌の時間はもったいなくて意味がなし、。受

講者は大人なんだから歌なんか不必要だ。

(2) 歌の時聞は私の心をなごやかにしてくれま

しTこ。

(3) 1回 1講師で話しを完結するには時間がた

りない気がしました。 1 人の講師を 2~3 回シリ

ズで組んでみてはどうでしたて‘しょうか。

(4) 視覚にう ったえる教材がも っとほ しか った

気がします。(TV、Video、16ミリ等もありま

しTこ力;) 

(5) 聞いている時は納得しているのですが、あ

とで恩L、出せるように簡単なポイントだけでも列

挙したテキス トがほしい気がしました。

(6) 子供の姿が見えてきました。(実感です/)

教わったことを心にとめて、これから育児に役立

てていこうと思っています。悩みが出てきたら、

もう一度講義の内容を振り返ってみようと思いま

す。ありがとうございました。

(7) 大変勉強になりました。ありがとうござい

ます。立派な子供を育てます。

(8) 母親になることの大変さ、きびしさを知り

ましTこ。

(9) 大変よかったですO 大変楽しかったて‘す。

ありがとうございました。

叫 O才からの接し方の大切さがよくわかりま

しTこ。

叫 大変楽しく受講できました。これからも、

このような精神の栄養となるような講座を開いて

くださL、。

回 自分一人で勉強してもよくわからないし、

また、勉強もしないと思います。しかし、みんな

といっしょに勉強して気合も入り、他の人の考え

や意見も聞くことができて、ほんとうに勉強にな

りま L..tこ。

日 結局、育児の板本は一つであることがわか

りました。なに しろ子供の立場にできるだけなる

ことだと思います。これからが本当の勉強だと思

います。この講座で土台をつくってくださったと

思っています。ありがとうございました。

※同じようなものは省略。原文のまま。

7.反省 (問題点 ・課題)

(1) 企画委員会について

企画委員の中に対象者(これから親になる者等)

を入れることができなかった。

※企画の段階から対象者を入れることは、ぜひ

必要なことではあったが、うまく L、かなかっ

た。

(2) 学習内容について

3 0代、 40代および 60代、 70代等のいわ

ゆる先輩の方々との意見交流ができなかった。家

庭教育学級生および老人大学生 ・老人クラ フ'会員

等との意見交流を考えていたができなかった。

(3) 学習方法について

話し合い学習が一回もなかった。やはり 1~2

回は取り入れるべきだった。ただ、これはうまく

もってL、かないと受講者からきらわれるおそれが

ある。そこで、講義のはじまる前の雑談をうまく

活用して話し合いにもっていけばよかった。たと

えば、雑談をうまく進行・司会しながら前半の 1

時間を話し合い学習とし、後半の 1時間を講師の

助言にするなどO

(4) 講座運営について

① 机の配置を学校式に全部前向きにしてい

たので、受講者の交流があまりうまく L、かなかっ

たように思う。やはり 3~4 班に分けて受講者の
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交流がしやすいようにすべきだった。

② 講座運営は、企画委員がそのまふ運営委

員となり 、全く公民館側のスタッフだけで行われ

たが、やはり受講者の中から何人か運営委員にな

ってもらい、自分たちも、こ の講座をつくり、運

営 しているんだと L、う気持をい くらかでも育てる

べきだった。

(5) 対象者について

夜参加できない人をどうするか、次l司の課題で

ある。

(6) そ の他

学習テーマに関係ある資料だけでなく 、もっと

他のいろいろな資料を配布すればよかった。

地域課題についての市民講座

1.久留米市の公民館体系と事業

久留米市は人口 21万、面積 123Km2、小学校

区数 27の内陸都市である、 公民館は本館と小学

校区毎の分館を擁していたが、昭和 42年、分館

を廃止、住民が設置、管理する自治公民館(校区

公民館)とした。その指導、財政援助は教育委員

会事務局が行っ ている。中央公民館は地域とのつ

ながりが薄れ、全市域対象の教育機関とな った。

中央公民館はここ数年、青年、婦人等の対象別事

業中心から、一般市民対象の内容別講座に重点を

移してきた。その中でも、 生活、地域諜題学醤を

重視しており、昭和 54年度には題味文化講座の

事業設を上まわるようになった。

2.地主主課題講座と公民館の立場

久留米市中央公民館 高 倉 信 保

る。 しかし、社会教育の独自の任務は学習の組織

化・ 編成 ・展開であり 、事f題解決のための実践活

動にふみこむべきではなL、。学習の自由を保障す

るために、政治、行政、社会巡動団体等あらゆる

団体 ・機関から独立しておくべきである。そうで

あってこそ、異なる立場や考え方の者が一向に会

して学習研究しあうことができる。公民館の講座

は、直接、諸問題の解決をはかるまちづくりの対

策会議や、行政施策の住民説明会でもなレし、あ

るいは住民の行政交渉の場でもなし、。政治的、経

済的利害、行政の対応がからむテーマを学習対象

とするとき、とりわけ教育機関としての公民館の

基本原則を明確にしておかなければならないと考

える。

地獄住民の教育機関としての公民館に今求めら 3.講座 の概 要

れているのは、個々人の生活課題 ・要求を地減の (1)第 1期 (昭和 52 年~ 5 4年 )

課題、社会の問題と して把える目を養い、謀題解 ーシンポジウム方式の短期講座一

決に向けて自治能力を身につけるための学習て中主

ないかと恩われる。その学習は住民が相互に経験

を交流しあったり 、研究者から課題についての広

い視野からの科学的知識を得て認識を深めるなか

から、自治意識、まちづくりへの意欲を高めてい

くことをめざす。 さらに、学習で得たことを生活

や地域における実践につなげていくことが望まれ

期間 等

学習方法

講師 等

参加 者

運 営

夜、日曜各 3~ 41<.11 

講演と '/'/ポジウム

大学教授、市行政担当者、市民代表

市民各層 3 0 ~ 50名

。各界代表による企画準備会で内容

決定

。講座報告集を刊行
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5 2年開発と市民生活

5 3年文化都市をめざして

54年 これからの住民自治

対象としては特に成人男子をねらった。この層

の生活特性からみて、固定メンバーによる長期講

座、学級方式は時間の上からも無理であろうと考

えた。そこで、新聞、テレビなど報道機関の手法

を応用して、単発のシンポジウム方式でテーマに

関連する各種団体、機関の南極の対立意見をぷっ

つけ、参加者に焦眉の地域課題の現状と問題点を

提起し関心を呼び起すと共に、課題分析の判断材

料と解決のための実践の指針を提供することをね

らいとしたものである。

α) 第 2Jtll (昭和 55 年~ 56年)

多様な方法による長期講座ー

① 久留米をみつめよう

期間等 夜、日曜 1 O~ 1 1回

開 設趣旨 市民の地域に対する関心を喚起し

街づ くりへの参加意欲を高めるこ

とを目標に、地続理解のための学

習の機会を提供する。

55年の内容

t梓 義 民衆の歴史、久昭米の生いたち注

目される街づ くり (郷土史家 )

野外講 座 筑後川井堰めぐり、篠山城と旧主主

下回I、遺跡見学 (筑後国府跡 )

討 [滋 久惚米はどんな街?、私達のまち

づくり

参加者 (55年)総数 48名、平均出席 18名

56年の内容

議 義 久留米の方言と地名、古代の久留

米一市史より(郷土史家)

野外講座 寺町 ・南薫 ・通町界隈歴史散歩耳

縄北麓をさぐる、高良山の自然と

隆史

シンポ 都市開発と文化環境、都市開発と

ジウム 環境保全(全 4目、市行政担当者

討

|郷土史家、環境保全市民団体 )

議私の久留米をみる目、まちづくり

lへ私の一言

参加者(56年〕総数 152名平均出席 36名

② これからの住民自治

期間等 平日午前 1 0回

開設趣旨 地域における住民と行政の関係な

ど住民自治の課題について市民 ・

行政 ・研究者相互の研究討議を通

じ、住民の自治意識を高め自治能

力を養うための学習の機会を提供

する。

55年の内容

学習者の 各地域の住民組織の実際、住民組

報告 織と市行政の関係、自治会 ・町内

会の機能

議 義 自治委員制度、校l丘公民館の組織

と活動 (市行政担当者 )

討 議 これからの住民自治、住民自治に

私の一言

参加者(55年)総数 21名平均出席 13名

56年の内容

視 察 研 修 西悶分校区公民館をたす.ねて

議 義 これからの住民自 治(大学教授 )

社協 ・術連の実情 (団体事務局〉

住民組織と行政の関係(市行政担

当者)

討 議 住民自治はどうあるべきか

(学習者による事例報告 )

参加者(56年)総数 55名 平均出席 22名
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4.第2期講座の特徴

(1) 学習方法

学級と違い、課題をしぼった講座方式である。

学習参加者は実践活動者も多いため、時間、期間

は半年間 10回程度で隔週毎に開催した。講演は

問題の基本的整理の意味で大学教授を呼んだが努

めて少なくし、多くは、地元講師を選んだ。郷土

史家、市行政担当者、地元の研究者、地域活動や

社会運動、研究団体等に要請し、彼等の実践 ・研

究発表の場と しても活用してもらった。加えて、

学習者自身の調査研究 ・体験の報告と相互討論を

重視した。開講自にはア ンケー トをとり 、最終日

には全員の 3分スピーチをやった。現地視察、野

外見学も数多く取り入れ、実際に地域を身体で確

かめあってきた。

(2) 広報と資料作成

講座チラシを 2000枚程印刷、公共施設や各団体、

利用グル ープ等に配付した。講座の各回毎に関連

資料を各方面にあたってさがし出して提供した。

終了後には、討議の部分等を中心にした 20ベー

ジ程度の報告集を作成している。講座が数年間継

続性をもったテーマを追いかけているので、報告

集は次年度参加者にとってはかっこうの学習資料

となるし、行政や関連機関 ・団体に配付して活動

の参考資料としても供している。行政にとっては

市民の声を聞く機会にもなっているようて、ある。

参加者は全市民からすればわずかにすぎないが、

チラシや報告集を通じて多くの市民に問題提起す

る広報活動も公民館の教育活動の一環であるとの

立場で資金を投入している。

(3) 学習者

「住民自治講座 」は町内会役員などが多いが、

他の事例を聞いて自分の活動と比較研究できる、

これから地域で活動してL、く参考になったという

参加者が多L、。ただ学習だけて、は解決にならない

ので地域で実践しなければならなL、。 「久留米を

みつめよう」では自然保護団体と文化財研究者な

どが、自分の専門以外の人々と 交流し、共通課題

を発見するき っかけにもなりえている。参加者の

多くは自分の住んでし、る地域を改めて見つめ直し

ていきたいといっている。子供からお年寄りまで

巾広い層が参加している。

(4) 公民館主事の役割

主事は、今住民にとって何が問題であるかを把

み、その問題に関する資料を収集し、専門家を掘

り起し、協力体制lをとりつけてL、かなければなら

ないと考える。雑誌でいえばまさに編集者とでも

いえる立場であろう 、課題を軸に、資料と講師 ・

専門家と学習参加者との結び目 の役割があるので

はないだろうか。

5.第 3期への展望 ( 5 7 年~)

一地域に線ざした公民館活動をめざしてー

これまでは全市域にまたがる課題を全市民対象

に実施してきた。そのため、一般論にとどまりが

ちで、地域に戻って 日常の生活に般をはった実践

活動につなげてL、くには至らなかった。そうする

ためには、公民館の原則である地域性に立脚した

教育事業を展開していくべきであろう。地践の人

々を中央に集めるだけではなくて、中央公民館が

地域に出かけてL、く必要がありはしないだろうか。

地区公民館がない現状では、いわゆる務動公民館

の性絡をもたせて事業を展開してみたし、。

(1) 5 7年度「久留米をみつめよう」

課題の対象地域を市の東部新市街区にしぼり 、

開発が地域の環境や農業、住民の生活に及ぼす影

響を歴史的にさぐってL、く。場所も当該地区の校

区公民館等で開催することにしている。今後、毎

年対象地区を移してL、く予定である。

(2) 5 7年度「住民自治講座」

3回シリーズ程度の講座にした上で、 4地区程

度て、開催する予定で、ある。校区公民館活動や町内

会活動などのあり方について住民の相互学習を中

心にしていく つも りである。
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「第4分科会 I (事業活動・町村〉

討議の視点 。住民の学習要求に応える事業の在り方

。事業の推進と職員の王草門性

。広報活動の在り方

助 宅iS 者 元福岡県教育委員会社会教育主事 波左間 圭 I、~

司 .<>. 者 県教育庁築上出張所社会教育係長 奥 畑 征 治ココE

記 録 者 北九州市若松中央公民館 沢 信 夫

会場責任者 北九州市若松中央公民館係長 松 本 清

大木町の社会教育・公民館事業について

大木町教育委員会社会教育係長 田 中 千佳樹

1.大木町の概要

焔岡県の南部に位置する本町は昭和 30年町

政を施行、現在人口 13， 1 0 0人、世帯数 3，000

戸となっている。町威は.山林原野がない平担な

地帯で、面積 18 Km'のうち耕地面積が66%を

市め、クリークが縦横に走っている。

師I経済は、米、麦、イ革、イチゴを中心とした

民業の町であるが、近年大川市の東に位置するた

め、木工業の進出が目ざましく 、兼業農家が多く 、

共働き家庭が相加 している。

稿!判市、久留米市等への通勤者が多く 、数年前

から住宅地として見直され、県営住宅をはじめ、

不動産会社による分譲住宅が数多く進出 し、 ベッ

トタウ γとしての町の発展が考えられる。

nrJは、将来像として

(1) 伎みたくなる町(水と緑の生活環境)

(21 魅力ある伐業の町(近代農業の推進)

(3) 健康で明るい町(安心して暮らせる町)

(~) うるおいと文化の町(文化と香り高い町)

m~ 住民がつくる町

を5つの柱と ιて設定している。

2.社会教育の概要

(1) 昭和 57年度社会教育基本方針

社会情勢の変革の中で、健康で明るい生活、

町づくりのため、生涯教育の観点に立って、施設、

設備の条件をととのえ生活の変化に対応できる、

学習活動の推進に力を注ぎ、創造力と豊かな情操

を養L、、心身共に健全な住民の育成をはかりすべ

ての地織住民が「いつでも 、どこでも」 学べる社

会教育体制lの確立に努める。

(2) 目標

①指導行政、地区公民館活動の充実をはじ

め.指導者の養成、施設、設備の充実をはかる。

①社会教育関係団体の育成と団体における

学習活動の推進。

③ 基本的人権を噂覆する人づくり、田Iづく

りのための「社会同和」教育及び啓発活動の推進。

① 町民の健康と体力づくりを促 し、積額的

に体育、スポーツ活動に取り組むための社会体育

の振興。

⑤ 青少年健全育成をはかり 、住民一体とな

った健全な町づくりの推進。

⑥ 町民に対する啓蒙、教宣活動を充実させ
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る広報活動の拡充。

(3) 予 算(昭和5 7年度)

社会教育関係予算 2 6. 1 3 6千円

社会教育総務費

公 民 館費

内訳 i青少年育成費

文化 財保護費

保健体育波

1 5. 3 1 7千円

5.4 6 6千円

6 2 0千円

644千円

4.0 8 9千円

一般会計に占める予算の割合 1.1 % 

(4) 公民館の施設

就業改善センタ ー(全館使用)

鉄筋コ'/(7リート 2階建

建築面積 1.128. 48m' 

(6) 昭和 57年度社会教育・公民館事業

学級 ・講座開設状況(予定を含む)

婦 人 A弓S子4 級

高 メτ〉3、 者 両予 級

家庭教育学級

青 年 教 室

婦人健 康教 室

栄 養 教 室

~ 民 館 講 座

P.T. A地域活動事業

明日の親のための学級

社会同和教育講座

。公民館趣味、サ ークノレ講座会

(大集会室 1 資料室 1 研究家 3.

和室 Z 実習室 1.保育室1. 図書室1.1

(5) 職員構成と組織

学校教育課 課長 1名主事 1名

教育長 」 社会教育係 係長1名晴公民投住事)

公民館公民館主事2名主.~ç補 1 名

他公民館長(非常勤)社会教育指導員各 1名と

なって L、る。

中央婦人学級 1 地域婦人学級 2

地域高令者学級 2

幼児家庭教育学級 2 地.T.!史学級 2

中央 1 教 室

中 央 1 教 室

校区毎に開設 3教 宗

成 人 講 座 長苦 人 5蒋 l'E 

P ・T 'Aを 対 象

中央 1 学級

企業主:町職員等を対象

①書道② ベ y習字 ③ 手まり ④ ア ートフラワ ー ③ 着 つ け ⑥ 詩吟

⑦盆裁③俳句

3.公民館講座の関設と問題点

昭和 56年度農業問題講座を開設して

ーこれからの農業はどうする 0・-

開設に至った経過

(l) 土地改良事業が計l萌され、農家の中に問題点

ヵ:指摘されていた。

(2) 米の過剰を却由としての減反、転作等により 、

農家の農政に対する不安感。

(3) 田J政において、基幹産業の農業に対する

取り組む方向が検討されていた。

(4) 5 5年度に三瀦郡、大川市の成人を対象

として、大木町で成人講座が開設され、参加者

の中から、講座開設が要望された。

(5) 農業後継者等のグル ープにより、小規積

な学習会が行なわれていた。
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(6) 農協青年部を中心に、公民館より働きかけ

講座を開設した。

(7) 開設期間 5 6年 10 月 ~5 7年 3月

(8) 開設 時間 午後 7時 30分~午後 10時

回数 月日 学習内容

10 
1 . 日本農業の現状と課題

22 

11 第一次臨調答申が目ざす農業の
2 . 

10 方向は

12 
3 . これからの土地改良事業

16 

1 
4 . 南筑平野の溝渠はなぜ高密度か

19 

2 
5 . イ草の将来と畳表の需要の動向

10 

2 
6 . 農協運動の実践とこれからの農協

23 

a 
7 . 日本の食糧政策と農業

5 

3 
8 . 水田利用再編と地成農業振興

24 

同問 題 点

① 夜間講座で、平日のため時間に制約され

議議が中心と なった。

② 交通の便を考えた講師の選定

③ 講座内容を多様化したため、充分に問題

点を深く討議することが出来なかった。

0) E~繁 j聞が年中化しているため特定の農産

物を作っている人が一定期間参加されなし、。

⑤ 施設の閉館時間が 10時までであり時間

延長が要望された。

⑥ 一つの学習内容を 3回ぐらい続けて、学

習内容を深めることが指摘された。

⑦ 映画等を取り入れた学習にすべきだ。

③ 事前に資料等を作成して配付する こと。

(9) 参加者 61名男 59名 女2名

帥募集方法募集要項を地区公開官長を通し

て全戸配布公民館報

(111 講座内容

方法 時間 講 師 名

議 議
九大農学部駒教授

2 
梅 木 手IJ 己

講 議 福岡県学習協理事

話 し合い
3 

天 野 順

議 議 九大農学部助教授

話し合い
2 

.1: 野 重 義

講 議 3 
柳川市郷土史家

甲 木 清

講 議
福岡大学教授

2 
阿 部 真 也

講 議
3 

大木町1.!-!1協組合長

話し合い 回 中 勲

講

講

議 2 
九大股学部助教授

梅 木 手IJ 己

議 2 
佐賀大農学部教授

伊 藤 勇 夫

4.住民が参加する館報発行を目ざして

(j) 大木町では現在「議会広報 Jr広報おおき

J r公民館報大木 jの三つの広報紙が発行されて

いる。「議会広報 」昭和55年の 12月より発行

現在第 6号となっている。

「広報おおき」は昭和 56年 4月 1日より毎月

発行となり 、今年 6月号で 15号を発行している。

(企画課担当)

「公民館報大木」は毎月 1日発行で、毎号 6ベ

ージ、 3.150部、地区公民館長を通して全戸配付

している。

公民館報の予算昭和 57年度 100万円。

(21 編集体制l

公民館長が編集責任者で、4名の編集委員を委

嘱している。編集委員の構成は、男(6 0代 ・
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3 0代・ 20代・各 1名)女(4 0代・ 20代各

1名)である。月初めに翌月の編集方針を討議、

役割分担を決定、中旬に割り付け、掲載内容を討

議する。

その他、公民館職員も編集委員会に参加してい

る。

編集委員の手当、年額 22.000円。

問

① 

② 

③ 

① 

③ 

内 n甘，・

毎号よく読んでし、る

ほとんど読んでいる

まあまあ読んでし、る

あまり読んだことがない

全然読んだことがない

広報 自i報 "品会

28 % 35% 25% 

35 40 30 

15 12 1 1 

13 8 25 

9 5 9 

(3) 公民館報編集方針 悶 2、問 1で④、⑤に回答された方だけにおた

① 町民に親しめる紙面づくりをそットーに、 ずねします。その理由はなんて‘しよう。

多くの町民が紙面に登場するようじ心がける。

② 館報を、局ける社会教育の役割りを持たせ

るため、社会教育の魯蒙を学習の場となるよう努

める。

③町政に対する意見等、町民の声を多く取

り上げ、押しつけ的な館報にならないよう配慮す

る。

@ 公民館事業、行事の内容や結果を広く町

① 

② 

① 

④ 

① 

⑤ 

設 問 内 容

読むひまがなL、から

読む気がしない

つまらなし、から

ためにならない

指 守されてし、る事を知らなし、

そ の 他

広報 館報 議会

4% 9% 3% 

13 14 12 

46 42 44 

30 28 31 

7 5 6 

。2 4 

民に知らせる役割と各種団体、グループの活動を 問 3 ①、②、①に回答されている方だけにお

紹介する。 たずねします。その理由はなんでしょうか。

(4) 6月号の紙面

P 1 写真 、 P2 ~3 父親座談会、 P4 大

木町の遺跡の紹介と探訪記、 P5 私の夢(小学

生)、文芸欄、親子ゲーム、食生活と健康、等

P 6 公民館ニ ュ ース、お知らせコーナー。

(5: 広報紙に対する町民の声

アンケート調査結果より

調査期間 5 7年 2月 調査員各区長に依頼

(調査対象 満 20才以上の男女を選挙人名簿よ

り無作為抽出により 460名。

回収枚数 270枚回収率 (58.7%)

アyヶ ート調査内容

問 1 あなたは現在、町から発行されている「

広報おおき Jr館報大木 Jr議会広報」をどのよ

うに読まれていますか。

① 

@ 

③ 

① 

⑤ 

陛

設 問 内 -容 広報

ためになる事力液ってし、る 12% 

お望日らせを中L、広すしんでいる 30 

町の認癒を中心t乙読んでし、る 21 

町¢行政叫効心があるから 12 

ただなんとなく読んでし、る 18 

住 の 他 7 

広報アンケ ート(館報分のみ)

2 0代男

生活に密着した記事がほしし、。

良くできている。

2 0代女

館報と広報の違いが分らなし、。

館報 "造会

26% 4% 

19 1 

35 3 

5 58 

14 30 

1 4 

行政に対する町民の意見をのせてほしL、。

3 0代男

漫画、カットなど町民から募集すること。

「若者広場」などほしし、。
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分館の活動にスポットをあてよ。

4 0代男

町内の先覚者や遺跡の記事がほしし、。

歩いて書け、一日記者なども取り上げる。

同じ人ばかりのせるな。

4 0代女

オアシス運動をもっと広げてほしし、。

「私を諮る」作文を募集したら?

健康と食生活の記事がほ しい。

5 0代男

住み良い環鏡、明るし町づくりの活動、地区の

活動紹介を。

分館長に対する指導徹底を望む。

5 0代女

家庭欄の充実を、老人、熟年、 青年等女性の

社会教育、愛郷心を育ててほしし、。史蹟の記事な

と'で。

5.終りに

大木町の社会教育、公民館活動は、地域住民

の学習活動を充分に保障する役割を果 していない。

限られた予算、施設、人員の中で、これを最大限

に生かす事が求められている。住民が行政や地域

の状況を正 しく見つめる目と行動する人聞を育て 、

自己の変革を常に学習するための社会教育公民館

活動を目ざすことが大切であると思われる。

臨調答申が、公民館の委託、民営化を打ち出し

ている現状を正 しく把握し、住民と共に歩む社会

教育、公民館事業を推進し、公教育と して学習権

の保障を確立する立場で、これからの事業を推進す

る必要がある。

創造性を高めるコミュニテイづくりと自治意識の確立

~新しい時代における人聞の生き方~

1.はじめに

大平村は県の最東部に位置 し蘭積 48. 6 8平

方キロ 、二つの大きな谷、それに一つの帯状で扇

形 の地形からなり 75%が山林の純良山村である

が、110和 30年頃から第一種兼業良家は、年々減

少し逆に第二続兼業設家が増加の一途をたどり、

丁度当時の逆比率になりつ Lある。この事は、社

会教育の変貌を求められる大きな要因と恩われ叉、

テーマを選択した理由もこ Lにある。以下は村の

概要です。

(j)⑦人口

@世帯。総農家数

4.9 7 0名

1， 3 7 8世清

1， 0 3 4戸

大平村中央公民館主事 奥 野 勝 利

専業農家 178戸

兼業農家 856戸

内第一種 171戸、第二種 68 5戸

(2) 社会教育施設

① 中央公民館(I)と公立公民館(S)

@ 公民館類似施設(1)

。運動広場{!l(県立)

@青少年野営訓練所(I)(県立)

(3) 公民館運営審議会(l) 1 3名

社会教育委員 5名

(~) 社会教育関係団体

@ 子ども会 35 8名(3 1単位子ども会)

@ 婦 人 会 1.0 1 0名(1 5支部)
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そして、その生きる中で困ったこと 、課題に出青年団 60名(7支部 )

あっているので、その困ったことが何とか解決しスポ ーツ少年団 33名(1団 )

ないかと思っているのである。われわれは、学び郷土史会 11 0名

体育協会 (全村民) 「生活の上で困って

生活要求ならばどんな人間もみんな持っている 、

たいことを きくよりもまず、

いること」をきくべきなのである。ゲートボーノレ部250名(1 0支部20チーム)

ソフ トポーノレ部380名(1 9支部19チーム)

ふるさ と文化祭実行委員会 40名

。

@

@

@

①

⑦

⑦ 学習要求をさぐるとは、生活要求を語らせる事で

あり 、学習要求の板源たる生活謀題との関連を明

らかにすることである。2.公民館事業

(住民参加の社会教育、届ける社会教育) しか し社会教育の場合、それのみでよいのか?

やはり学習要求と教育謀題の調整が必要になっ

てくる 、教育課題(教育必要と呼ばれる )と対象

者ないし学習者が求める学習要求(要求課題 )と

「住民自らが行う社会教育」の場と しての中

央公民館、地区館であるために並列形の基本に立

ち、旧条例分館から地区舘と条例改正し地区銀の

の間には、 ズレや対立が出るのはi常識である。充実発展に努めた。

|内容的に変った点 |

⑦社会教育委員へ詰問→答申

教育謀題としては、地域住民窓識や住民性の育

成を願っているのに、学習要求としてはレクだっ

たという事は多L、。公民館運営審議会へ諮問→答申@ 。 ともすれば(1)矛盾的性絡をもつものと両者は、告11限的な使用の公民館から→住民サ ービス

考えられる。 (2)本質的に異質のものと評価されや

すL、。が両者は、矛盾するものではないと思う。

教育諜題というものは、学習者の諸行動(例え

ば経済的、政治的な活動や行動、その他の社会生

活の状況)を評価して、その行動の よりよいあり

の機能に視点を置く。

地区館に運営委員の組織化

地区館活動推進費の助成

地域の共通謀題の設定

@ 。
@ 

方、是正を願っているも のである。

例えば地域連併行動を願って意識の変革を謀題

ふるさと文化祭への取り組みへ

施設別、サークル、学級等の開設

① 

@ 

として持ち、設定しようとした場合、それは、学

習者自身が学習要求と して提示すべきなのである

施設別、 サ ークノレ、学級等の開設で、おわか

りの様に地区館は、やはり要求課題が始んどで、

必要謀題(，教育謀題)はわずかに三公民館のみの

し、社会教育は提示能力の育成をねらいとするも開催である。

のである。しかし社会教育は、先ず学習要求の把爆(生活

教育課題は、線本的には、学習要求として主体

化されるべきも のである。 しかし現実的には困難

が多いが、プログラムの全体テ ーマや毎回の学習

要求からの出発 )からはじまると思う 。

人聞を、いつも学習要求との関連でしかとらえ

ていま L、か?と言うことである。 人間は、何も社

や活動のテーマは学習要求に従うこ と。そのプロ会教育のために生きているのではないし、学習し

グラムの展開の方向を徐々に教育謀題のねらいのたいと思いながら生きているのではなL、。その人

方向にもちこむということである。間を対象に、いきなり「学習 したし、ことは何か」

プログラムの内容としては、学習要求を、その

展開(学習過程)としては、教育課題の方向へと

と、きいてまわっても反応はなb、。 人聞は何より

も「生きている 」のである。
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いうことである。

例えば学習要求のレクを通じて住民性を育成し

ていくことなのである。

以上のことから共通謀題を設定した。

|地域の共通課題の設定|

みんなで取り組む共通問題を決めよう !!

話し合いでみんなが充分理解する。

各社会教育団体が協力する。

。人間関係の改善と地域連帯

共 。青少年の健全育成

。住民の健康管理

造AaE のνu 
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3.ふるさと文化祭

わが村では、今主てsmベた事から各学級教室、

サ ークノレ活動での学習の成果を発表する社会教育

の集大成としてふるさ と文化祭を下記のように企

画実施した。

(1l趣旨

村民自らが郷土の歴史や伝統文化に根ざしたよ

りよいものを継承し、新しい生活文化を創造する

とともに、これらの発表を通して郷土の理解と住

民相互の連帯を促し、明るい豊かな村づくりの発

展をはかる。

(2) 文化祭の内容

⑦ トークイ Y大平

各学級、サ ークノレ、社会教育団体等の代表者

と、村執行部とで、大平村の将来について語りあ

う。フロア ーには、住民が傍聴者として参加する。

@ 展示部門

華道、盆裁、陶芸、彫塑、手芸(編物、小物)、

学園作品展、書画。

G 文芸部門

俳句、短歌、史料館開館。

@ 生活 部門

生活学校…塩分測定、食物繊維試食会

健康学級・・貧血予紡、料理の展示(試食)

婦人会 ・石けんの展示(無 リ;/) 

あけぼの会一梅干の展示

@芸能部門

各種演芸

(3)⑦ 計画と広報

@ 運営と管理

計画から管理、運営主ですべて、実行委員会

を組織し、それぞれのアイデ ィアを生かした。そ

の結果、各地区館で要求課題にとりくむ学習者が

相互に発表し合うことから新しい文化が生み出さ

れさらに住民相互の連帯感がわき親睦感が深主り

結果として自主活動が盛り上がり、企画、実施、

反省という一つのサイクノレで役割意識に気づき、

生き甲斐をそこにみい出し、生き生きとした活力

ある住民に変りつ Lある。

4. おわりに

今日、住民の生活意識は多様化し色々な生活欲

求をも っている。これらの多様な欲求を地域社会

が、どう自律的に調整し、合意し、民主的ノレーノレ

で解決出来るか r、今日の転換期にある地域社会

の基礎である。

こうした住民の合意をもとに行政との話 し合い

によって問題を解決していく事が大切である。つ

まり住民自治の基本である。その中で住民と行政

のパイプが結ばれるものと考える。

叉、行政においては、行政の施策の円滑な運用、

効率をあげるため、さらに今日の財政事情からも

住民の積額的な参加と知恵が必要である。以上の

ことから我々一人一人の新しい生活態度と活力あ

る地域社会を創造していく事が新しい時代を切開

く今日もっとも重要な問題と考える。

|自治意識の確立 |

村がなにをしてくれるかを期待するまえに自分
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たちでなにが村に貢献できるかを考えてみよう。

@ 自分のまわりの事は.先ず自分で、

@ 地域で可能なことは、地域で、

。地域で検討して無理なものは村で、

医E
@一人ひとりが実行する。

@家で実行する。

。 地域で実行する。
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。公民館における同和教育の推進

県教育庁指導第二部同和教育謀長

甘木市教育委員会社会教育課社会同和教育係長

北九州市前回公民館

北九州市高見公民館長

討議の視点

助言者

司会者

記録 者

会場責任者

公民館に.;t'ける同和教育のとりくみ
~明るく住みたくなる町づくりをめざして~

美義口原福岡市今宿公民館長

1 .はじめに

4.公民館におけるとりくみの経過と現状

公民館事業(学級講座等)でのとりくみ

地域指導者研修のとりくみ

)
 

1
 

(
 

(2) 2.地域の概況~今宿というところ~

地域プロック別研修のとりくみ(3) 

3.周和教育にとりくむうえでの考え方

地核の情況)
 

l
 

(
 

5. 反省と今後の課題

行政施策の重点及び同和教育基本方針(2) 

6.おわりに公民館でとりくむ姿勢(3) 
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宮田 町にふ‘ける住民啓発のとりくみ

宮田町教育委員会社会教育指導員 柿 原 数 己

1.現状と問題

宮田町が「同和」教育のとりくみをはじめて

既に 10数年を経過する。この中で住民の「同和

」問題に対する意識の変化も見られるけれども 、

一方においては炭坑閉山の瓜跡古川、まなお残り深

刻な住民問題となっている。また伝統的社会におけ

る誤った差別意71最も根強く 、 「ねたみ」や 「そね

み Jからの新たな差別も現れ、住民啓発の一層の

充実が迫まられている。

こうしたなかで本町では 19 8 0年 2月より差

別事件が連続して発生し「問和」問題の根深さを

いま更のように痛感している。いままで町民の「

同和J問題の正しし、理解と認識を育てる主治、町内会単

位の学習会や懇談会、各団体による研修会、町広

報による啓発活動等を行ってきたけれどもとりく

みの不十分さもあって、次に示すようIdBJ民の意識

はまだまだの状況で、こうしたところに差別を生

み出す問題が隠されている。

。 町民意識調査 (S.54年度 〉抜粋

1 あなたは剤事喜差7J1jのある 。知ってし、る 78% 

ことを知っています虫、 。知らない 17% 

Z いまも剖軍事差別があると 。結婚につし、て 66% 

思し、ます功、 。新識につし、て 25% 

(差別があると答えた80 。教育について 13% 

%の同R) 。その他 17% 

3. r閉口」問題カ等校て教 。昔日ってし、る 61% 
えられていることを知って

37% います古b 。知らない

4 あなたは「同和」問題の 。参加した 35% 

学習会に参加しますヵ、 。参加しなし、 6 5~百

5. あなたは家庭で「同和」 。よくある 5% 

問題について話し合うこと 。ときどきある 43% 

があります古b 。まったくなし、 47% 

6. 商務元別をなくすためあ 。自分のrci噛と 38% 
してとりくむ

なたのとりくみについて。 。鴎心がない 45% 

。無回答 7% 

※この調査は「同和」教育 10年の総括を行っ

たが、その時点、における意識調査の問題概要を示

したものである。

この調査にあるように、差別のあることを知っ

ているが 80%、しかしその差別を自分達の問題

としてなくするとりくみになると 3分の 1位の人

にな ってくる。まさに多くの人達は知識としてだ

けの受け止めにしtJな ってなし、ょうである。 部落差

別の問題は、人聞の存在を否定するものであ

りながら「自分とは関係がない 」といったよ

うになっている。したがって「同和」問題は他人

事として、学習会や懇談会の参加も少ない。また家

庭での「同和 」問題の話し合いも少なく 、約50 

%は全くなされてない状況は関心の低さを物語っ

てL、る。

更に、乙うした問題状況から差別事件の背景や原

因を考えるとき、ひとつは差別事件を起した人達

は、部落差別に対する関心はなく、学習会や

研修会にも参加してなく 、全くと言っ ていい程
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「同和」問題に対して無知であるということがあ を目的とする。

る。幼小の頃から家庭や近隣社会の誤った差別意 ② 会の組織

識の中にと.っぷり浸って成長 して きたため、ただ

知っているのは賎視的観念からくる差別的用語の

みといったことで、人聞の尊さも 、自分の行為が

なんでいけないか、なにが問題なのかが理解され

てないところから平気で差別的行為が繰り返され

るのではないだろうか。

2.啓発活動と推進組織

(Jl 宮田町差別を許さない明るい町づくり推進

委員会設置。

① 設置の目的

社会「同和」教育の体制lの整備と町内会や社

会教育団体等における「 同和」教育の推進、住民

啓発の促進を図るために設債する。

② 活 動

@社会「同和 J教育行政推進のための研

究調査。

@社会教育関係団体等の自主的活動の促

進。

。社会教育行政、機関、団体等における

連絡提携。

① 推進委員会の構成

町T 長 1 婦人会

教育委員 5 老人クラブ

社会教育委員 2 公民分館長会

人権擁護委員 1 PTA連合会

町 同研 4 

町内 会長会 5 5十

(2) 宮田町同和教育研究協議会

①会の 目的

4 I 
3 

3 

2 

30 

本会は日本国憲法 、教育基本法、宮田町同和

教育基本方針の精神に基づき差別の本質、実態を

認識 し、そこから深く学び生活を高め、未来宏保

障する教育を確立するため運動を深め広げること

(略)
‘ 

(略)

町内会長会 分館長会 教育委員

PTA連合会 解同地協 町 行政

解同支部 隣 保館 町 議 会

社会教育委員 公民館運審 職員組合

老人クラブ 婦人 会 現業組合

青 年団 人権擁護委員民生委員

青小 協 社会教育課

3.啓発活動の状況

川町内会学習会

公 民館

住民啓発の一環として、町内会単位、あるいは

小組合単位に地域住民のより一層の「同和 」問題

に対する正 しい理解と認識を深めるための学習と

してカを注いできた。学習会参加力:少ないと

いうこともあ って、 より多くの人達の参集

を求める工夫とわかり易い内容の創造に努め、特

に参加者住民との対話を深める観点から、視聴覚

教材や資料を用意して話し合いを進め、部海差別

の解消に一歩でも近づくように努力を続けている。

。 昭和56年度町内会学習会実施要項

①実施の趣旨

「同和」問題の解決は行政の責務であると同

時に国民的課題であるといわれて久しし、。そして

この聞かなりの広が りをみてきたが、それと裏腹

に差別事件、人権侵害の事実は増大している。
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本町でも一面で、は「差別はしてなし、」また「差別

はない」といわれるなかにも差別事件が連続して

発生し、部落差別の根深さをまざまざとみせつけ

てL、る。

わたしたちは、わたしたちの社会における最大

の社会懇である部溶差別を決して許してはならな

い。一日も早く部落差別を根絶することが当面す

る重要な諜題である。

そのため本年度も、町民のみなさんと学習するた

め、町内会単位の学習会を実施するものである。

②実施の時期

9月下旬より 11月下旬までの問

③主催

宮l羽町、 宮田町教育委員会、宮田町同和教育

研究協議会

④ 学習の方法と進め方

(1)町内会全員を対象として実施する。

※大きい町内会は小単位で実飽

件)学習スライド(生きる)と差別I事象の

問題を中心教材とし、柱を立て話し合い

学習とする。

付その他意見交換

③ 学習内容

(1) 差別はつくられた。差別は残された差

5J!jをなくするために。

。差別事象の問題

。部落差別の実態

。小中学校の「同和」教育のとりくみ

。同対審答申、特措法、狭山事件、地名

総鑑等

。前回の意見や質疑と意識調査の問題

⑤ 班編成と地域害IJ

げ) 行政、学校、解同支部で構成した 10 

班編成。

(ロ)町内会を単位とするが.できる限り小

単位をめざす。

付各班の地域担当は前年度と同じ。

⑦ 参加を多くするために

げ)町内会長に趣旨内容の説明、町内会全

員参加を要請

炉) 各団体に対する趣旨徹底と協力要請

(誘い合い参加をすすめる)

付町広報車により呼びかけ

(エ) 学校側より父兄に呼びかけ

体) お知らせ板、町広報による周知

③推進体制l

。行政一課長 ・課長補佐

。学校一校長 ・教頭・推進教員

。解同支部ト4支部役員

をも って 10班とし、 進行、司会、問題

提起、記録、映写を分担する。

③ 推進班事前研修

。第 1回一前回の問題点と本年度の進め方

について共通確認

。第 2回一教材研究と班ごとの話し合い

。第 3回一課題研修と全体討議

。班別研修一役割分担と演習

⑬ 司会者研修

(イ) 司会者の役割の確認

・視点をは っきりし基本からはずれぬよ

うVこ。

-意見が出しやすいムードづくり 0

.意見を引き出すさそい水。

・話題の掘り起し。

・質問や意見の補足と整理。

(ロ) 司会者の心得について

・態度(ことば、 話 し方)はやわらかく、

一方的に否定しなL、。

・話がそれないように、むつかしいこと

ばはさける。

・司会者のことばは多くならぬように0

• 1対 1の話にならぬように。

・結論を急がぬよう tこ。

・残される問題の整理はキチンと。
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以上、実施要項にそって事前の準備を行な

い実施に当ってきた。

。実施の状況

①実 施地 区数ー 52地区中 51地区

男 605人}
②参加者 f 1，3 35人 1地区当り26人

女 730人1

0 実施における問題点(主なもの)

① 学習参加者をどうふやすか。

② 学習のマンネリ化ということ。

⑦ 推進者のカ量の問題。

④ 参加しない人の啓発の問題。

。 r同和」問題町内会学習会における質問、

意見。

(21 婦人団体における状況

① 運営委員研修(各支部長)

毎月行なわれる運営委員会に 4回の謀題設定

の下に実施する。

0学習課題

①差別事件について

ーこれが背景と問題

@婦人と身近な人権

G 家庭と「同和」問題

@ 部 落 差別をなくそう

② リーダ ー研修(班長・組長以上)

・学習課題ー婦人と「同和」問題

・参加者一約 350名

③解同支部婦人部との交流学習

・相互に問題を出し合い交流を行う

@ 単位婦人会学習会(支部)

・支部の常会、諸会合を活用してとりくむ

⑤ その他の参加研修

・町同研究大会、県研究大会、町内会全学

河会等

(3) 光陵中学校のとりくみの状況

具体的活動

① 「同和」問題を正しく認識する。

親が生徒から「同和」問題を聞かれたとき、

きちんと答えられるように、部落歴史、差別の実

態について理解を深めなければならなし、。

② 学校の「同和」教育を正しく理解する。

わが子が学校で学んでいる内容について(いつ、

どこで、誰が、何んのために、そして今、どうな

っている。)自分た bの学校、学年、学級の生活

がどうなっているかを理解する。

① 学校、家庭、地域における差別の実態と

解決の方法を理解する。

部落差別をはじめ一切の差別をなくするために

学校、家庭、社会でどんなことをすればよいか、

誰が何をすればよいか確かめる。

④ 部落解放運動と部落差別の現実に深く学

び、生徒の親としてよき理解者になる。

「同和 」教育推進委員会の設置

① 学校「同和」教育の理解を深める。

・部落問題学習については、社会科など教

科学習の内容を理解する。

・「 同和」教育教材「にんげん」の学習

(夏休み期間中読んで感想文提出)

・学校の「同和」教育推進委員会と協力を

してし、く 0

・各種研究大会、研修会に積続的に参加を

してし、く。

② 社会同和教育関係団体としての実践計画

の見直 しと検討。(各分会の理事を中心に協議、

検討)

① 指導者の育成(各理事及び学年委員会代

表)

-社会同和教育教材映画の上映とフォ ーラ

ム(差別と人権の歴史)

・定例学習会(みんなのねがし、)

・「同和」地区解放学級への参加

• r同和」地区人びととの交流会

(31 校区内各分会(9学友区)r同和」教育懇

談会実施。

① 目的、正しし、「同和」問題の理解
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② 期目 、方法、1回3班編成、 3回実施。

(4) 提起された問題点

① 授業参観は多いが、 「同和」 教育研修に

なると参加が少ない。

② PTAの学級集会の中に、「同和」教育

を正しく位侵づけするまでに全教師のとりくみが

進んでなし、。

③ 「凋和 」教育は推進員まかせのところが

あり教師の理解が少ない。

① 「同和」問題を知識として知っている。

間滞 差別に怒りを感じて、みずからの謀題として

とりくむまでにいたってなL、。

(4) 広報等資料による啓発

① 全住民対象

。「みんなのねがし、 J1 ~ 6 号

。「町広報」

。「同研だより J

② 推進者

「同和J教育推進の手引

① その他

老人クラ ブ、婦人会の機関紙による

4.今後の問題と課題

(11 問題

「同和」対策事業特別措置法 も本年 3月末日を

もって13年の終期をむかえ、 4月1日より新たに

「地威改善対策特別措置法Jが 制定施行されt.::o特

別措位法 13年の総括反省を行 う中で、環境改善

等の諸事業は一定の成果がみられるも のの、制耳客

の完全解放にと って最も重要な謀題である労働、

教育、人権の問題が未解決のままに残されており、

まtjllJ民の 「向和j問題に対する認識も学習会等の

参加、意識調査、差別事件の諸状況を考察すると

きまだまだ不十分の実態にある。

したがって、部溶解放に極めて重要な役割を担

なう社会教育及び公民館がこの現実を直視し、今

までのとりくみに厳しい「メス」を入れきめ細かな

社会教育、公民館活動の実践展開を英知を結集し

て進めることが果せられた責務であろう。

(2) これからの課題ととりくみ

① 過去 13年の社会「同和」教育を洗い直

し、新法の制定施行と共に部落解放の教育の長期

計画の策定を行い計画実施をしていく 。

② 差別を許さない明るい町づくり推進委員

会、町同研社会教育部会のとり くみを積極的に行

い、新法問題も合せ人権啓発の充実を図っていく。

③ 各社会教育団体、機関の 「同和」問題の

認識を深める自主的研修活動の促進と 、地域にお

ける学習の組織的、継続的とりくみを強める。

④ 企業・職域などの研修活動を一層進める

ため、各機関及び企業・職域の連携を緊密にして

L 、く。

⑤ 学習、研修等に参加しない人たちへの啓

発のため広報車によ る教宣と啓発資料の発行を充

実 して L、く。

⑥ 公民館、その他社会教育施設利用の各種

学習講座等に「同和」問題に関する学習位置づけ

を積極的に提起していく。

⑦ 「同和」地区の解放学級及びその他の学

習の促進充実と歴史と文化を掘り起すとり組をす

る。
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|第6分科会 I(自;吋 館 都 市〉

討 議 の 視 点 。 地域づくりをめざす自治公民館の在り方

。 地威における自治公民館の役割と機能

助 言 者 北九州市熊谷公民館長 林 克 ，馬

司 4222‘ E 者 八女市教育委員会社会教育課長 松 延 繁 太

~ 録 者 北九州市木屋瀬公民館 島 与 壮

会場責任者 北九州市八幡西中央公民館係長 中 村 靖 直

市立公民館と緊密に連携 して事業を
推進する自治公民館

北九州市若松区公民館連合会長 中野圏二郎

1. はじめに

北九州市若松区における公民館活動の特徴と L

ては市立公民館が僅か2館で、自治公民館が 42

館あります。 しかも自治会長の公民館長兼務が大

郎分を占めております。

したがって、公民館活動は当然、のことながら自

治会活動と密接に関係しており地域住民の戸は自

治会の各委員を通じて知ることが多いといえます。

また、各公民館事業についてより専門的視野を

広めるためと、共通問題の効率的解決、情報交換

の場として公民館連合会を組織 しております。

2.若 松区の地理的概況

北九州市の北西部に位置 し、 面積約 58.8Krn'、

世帯数約 27，000、人口約 87.000、人口密度Krn'

当り1.482人となっており ます。

3. 市立公民館と自治公民館

及び連合会との関係

(1) 市立公民館の数

中央公民館 1、地区(島郷)公民館 1

(2) 自治公民館の数及び 1館の受持つ人口総数

総数 42館

1館の受持つ人口 12 5 人~ 16.56 0人

(3) 連合会の組織

① 組 織

事務局 事務局

:--c中央公民館〉一 c地区(島郷〕公民館 )-1

. ー一一一都市部会(23館〉

連合会 「 ーーー一一」

島郷部会 C19館)

②運 営

連合会(役員会、総会)

部会(館長会、役員会、総会〉

4.単位自治公民館の組織 ( 1例 〕

(1)館長 一 自治会長

自IJ館長一自治会副会長

主事ー 自治会文化部長

事務局 一 自治会事務局

(2) 運営委員会

運営 委員 長一 館長
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運営副委員長一副館長

運営委員一自治会相談役、自治会総務

部長、自治会防犯部長、自治会青少年部

長、自治会衛生部長、自治会工務部長、

自治会文化部長、自 治会婦人部長、体育

指導員、体育委員

5. 自治公民館の利用と活動内容

(1) 利用状況

公民館運営委員会、自治委員会、育成委員会、

防犯委員会、婦人委員会、防火協会委員会、衛生

l 委員会、組の常会、老人会等のほか自治会役員、

公民館役員が召集する諸会議ほか。

(2) 各種講座、研修会

書道、料理、珠算、着付、華道、茶道、手芸、

民謡、民踊、生活課題(電気 ・食品その他)、

育荷(農村地区〉 、同和問題研修、季節そ菜研

修(農村地区〕ほか。

(3) 主な事業(行事〉

親子ハイキング(青年団体、PTA共催)

校区大運動会(4館合同〉

区民歩こう会、文化祭、文化作品展、相撲大会

(農村部公民館地区における青少年対象〕、盆

踊り大会ほか。

(4) 連合会、市立中央公民館の共同推進事業

1 北九州市民憲章の唱和 ・実践(~IJ紙 〉

Z 同和問題研修の推進

3 青少年健全育成に対する各館共同対策へ

の取り組み

4 婦人学級(婦人の教養向上ー継続学習ほ

か〉の推進。

5 各公民館の際史、郷土文化史の編纂

6 人間関係をよくする運動の推進

(例〕お早ょうございます(明るい心)

ハイ (すなおな心〕

すみません

ありがとう

(反省の心 )

(感謝の心 〕

おかげさまで (謙厳な心)

7. 若松区公民館研修大会の実施

昭和 57年 2月7日実施の第 17 U~若怯lベ公

民館研修大会の大会題旨

I .('松IXの自治公民館は 42ft'Hを数え、これまで

明るい町づくりや住みよい地域づくりはもちろん、

地威住民の集いの場、学習の場、研修の場として

多くの成果を上げてまいりました。

しかしながら、 急激に社会構造が変化する現代

において、地域住民の幅広く 、かつ高度な要求に

応えるためには、私達指導者の公民館活動におけ

る知識や技術の習得が必要ではないかと思われま

す。

ご承知のとおり、自治公民館は、地域住民の生

活づくりや共通の問題を解決するための拠点とし

て、住民総意に基づく 、活動の場、研修の場でな

ければなりません。

また、近年特に『人間尊重と生涯教育』が見な

おされてまいりましたが、住民個人個人の創造性

をはじめ、明るい地域社会づくりの向上をめざす

公民館活動こそ重要な課題ではなし、かと考えます。

ここに、研修大会を開催し、研修を通して指導

者の資質を高め、これからの自治公民館の発展に

寄与する。 J

(最近開催の大会内容)

。公民館活動の功労者に対する表彰

。事例発表(新しし、ふるさとづくり〕

。コミ ュニ ティ γ ンポジウム参加報告と意見発表

(参加者代表〉

。第 29回福岡県公民館大会参加報告と意見発

表

。第 32回九州地区公民館研究大会参加報告と意

見発表(参加者代表)

。第 4回全国公民館研究集会参加報告と意見発表

(参加者代表〕

。講演 (時事問題、講師西日本新聞社解説委員長

疏悶憲吉氏)
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6. 単位自治公民館の予算書の概要 大会費、青少年部費、婦人部費ほか。

〈約 1.300世帯の例) (2) 事務 ・管理費

。収入の部(約 1.900.000円) 事務費、施設管理費、雑費、予備費その他

(1) 助成金収入

自治会助成金、市助成金 7. 今後の課題

(2) 事業収入 。青少年の健全育成への対応

公民館使用料その他 。青少年の非行防止への対応

(3) 雑収入 。交通事故防止への対応

預金利子、器具使用料、香典返し等 o粗暴 ・めいわく交通追放への対応

(4) 繰越金収入 。障害者問題に対する取りくみ

。支出の部(約1.900.000円 ) 0 1人暮し老人に対する 取りくみ

(1) 事業費 。生涯教育への対応

体育費、文化部費、各種研修参加費、盆踊り 。マイコンとの取りくみ

〈参考〉

各自治公民館で唱和、実践を推進している

一一一一 北九州市民憲章 一一一一

わたしたちのまち北九州市は、美しい自然に恵まれ、ながい歴史とたくましい産業を

うけついできました。

わたくしたも北九州市民は、このまちを愛し、よりいっそうの市民参加によるまちづ

くりをめざしています。

このふるさとに、実りある未来を築くため、わたしたちは、みんなで守る約束を定め

ます。

緑を豊かに 清潔で美しいまちにします

きまりを守り 安全なまちにします

人を大切にし ふれあいの輸をひろげます

元気で働き 明るい家庭をつくります

学ぶ楽しさを深め 文化のかおるまちにします
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上境区公民館の現況 と 活 動 に つ い て

1.上境地域の概況

当地区は直方市の東部に位し、福地山系の福地

川が英彦山川に添って流れ、旧筑前の区と豊前の

国(田川郡赤池町〉に隣接し国境となっている。

大正 15年 11月 1日直方市(当時直方町〕に合

併したl日福地村の 6集落のうちの 1集落で村役場

があり 、村の中心地で、また遺跡、古墳、古跡、

伝説、古事が豊富な村里である。

直方市の農業振興地区で現在当地区の水田の;

※年齢別人口調(昭和 56年 12月31日現在)

年齢 男 女 言十 年齢 男

O~ 9 88 80 168 40~49 81 

1 0~19 77 78 155 50~59 87 

20~29 64 80 144 60~69 37 

30~39 92 95 187 70~79 23 

2.上境区公民館の概況

昭和 27年 8月 16日直方市で第4番目に地域

公民館(当時分館〕として!日福地村の村会議事堂

(当時区公会堂〕を公民館として発館式をあげ、

公民館長が区長を兼務することで発足、現館長は

1 5代目である。

i日館が大正 12年に建設された老朽建物で使用

が危険となったのて、昭和 51年 7月 17日に公民

館建設委員会 (委員 36名、委員長は館長)を設

置した。昭和52年 5月 15日に旧建物を解体し

て同年 11月20日に公民館創立 25周年記念事

業として盛大に新築落成式をあげ、本年はまた公

民館創立 30周年と新公民館建設 5周年を迎え

たので、 本年度に記念行事と記念式典をあげる

ことにしている。

直方市上境区公民館長 森 伊佐男

に当る 47町歩に対し県営ほ場整備事業(工事費

の 12.fi%受益者負担)と農村基盤総合整備事業

が施行されており、戸数 303戸、うち農業戸数

101戸(専業農家 12戸)、人口1.203人で自

家農業従事者 156名、勤務者 453人、通学生

279人、無職(家事手伝を含む) 315人であ

り、年齢構成も 30歳台がl位、 50歳台が2位で

活力に溢れている。

女 Z十 年齢 男 女 E十

89 170 80~89 10 25 35 

96 183 90~ 1 1 

60 97 ~ 
40 63 560 643 1.203 

3. 新公民館建物の概況

(1) 起工昭和52年 7月18日

竣工昭和 52年 11月 10日

(2) 敷地 462.4m'(区有地〕

(3) 建築工事設計及び工事管理者

直方市建設部建築課に委託

(4) 本館鉄骨 2階建241.9m'

屋根 0.6%オリエンタノレメタノレSPM

1階 151.1m' ホーノレ、ステージ、

事務室、調理室、男女便所

2階 90.8 m' 和室 27.5畳〈中間

アコデイオンカテン間仕切)

湯沸場、物置、便所、陳列室、

ノミノレコニー

(5) 別館(既存建物補修 )47.9m'管理人室畳

6畳・ 4畳の 2問、炊事場、風呂、便所
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(6) 公民館広場 461.3 m'駐車場、子供広場

として私有地を借用していた

が、昭和56年 2月25日に

市の児童遊関地として市が買

上げ公民館が借用している。

(7) 総工 費 2.773万円

① 旧館及び附属建物4棟95坪解体工事費

77万円

② 本館工事費 1.960万円

③ 附情工事費(屋外排水、フ ェンス、値樹、

駐車場) 328万円

④ 調度、備品什器、放送その他諸設備費

318万門

⑤ 運営資(不動産鑑定料、登記料、上棟、

落成式費等) 90万円

2.365万円

(8) 財源 3.313万円

① 区有林売却処分費 2.244万円

(93916d d当239円)
28.41 0坪坪当790円

※凶土利用計画法にもとづいて昭和 52年8

月6日?福岡県知事承認の土地売買価絡 )、

l協和 22年 5月3日公布政令第 15号によ

る直方市帰属処理。

②市 ・県助成金 90万円

③積立金 105万円

④募金(寄附行為) 874万円

⑤ 残金(公民館基本財産積立)540万円

4. 現在公民館の機構組織

(1) 役職員 6名(館長 1、主事 1、事務局長

1、書記(記録)1、公民館防火管理者 1、管理

人 1) 

(2) 執行委員会各隣組長(2 0名〉公民館4

役、毎月 15日に定例会議、議長は館長とする。

(3) 運営審議委員会 7団体代表者 8名、学識

経験者 8名計 16名O 委員長は、各委員の互選に

よる。委員任期2年。

仏)体育委員会昭和 54年 5月13日設置。

委員 20名、任期 2年。区民体育大会、各団体の

体育行事の指導・調整。地域河川敷運動場、社会

会館(市設 ミニ体育館〉の利用計画、団体選出

1 0名、隣組長 3名、 学識経験者 3名、公民館4

名、委員長は委員の互選による。

(5) 公害防止対策委員会昭和 48年 10月

2 2日設置、委員 30名、任期 3年、企業等の排

水等公害防止。一般公害(農業用水路汚染等)対

策。昭和 49年 3月31日 九州ベークラ イト工

業側と委員会とで公害防止協定締結(公正証書)

協定書 13条よりなる。

委員…各隣組選出 20名、学識経験者3名、 E益事

関係 4名、公民館 3名、 委員長は館長とする。

(6) 災害対策本部設償委員会 昭和 54年 7月

3日設置。昭和 54年 6月 30日福地川氾濫によ

る水害経験と毎年(6 月 ~7 月)常時出水対策の

ため設置。

消防団、 産業部 U~家)隣組長、 公民館役職員、

婦人会、青壮年部で精成。(総務委、救急救助、

炊tB、被害調査の 4部門 〉。本部長は火災時は消

防団長、火災以外は館長とする。

(7) 福地神社(旧福地村社〕氏子総代会(昭和

4 1年敬神会解散改組)

春、秋の大祭、戸別敏(毎年 11月〉 、その他

神社行事。各隣組選出 20名(任期4年)。各隣

組長(任期 1年〉。宮司、公民館3役、計 44名。

会長は4年委員の互選による。運営経費として各

戸年間1.500円徴収。 45万円て‘運営。
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5.各種団体(公民館協力団体〉 (収支額は昭和56年度実績)

団体名 設立年月日 会(部)員数
公民館より

収 入額 支 出額
助 成 金

60歳以上
福寿会(老人会) 30. 4.11 

男 27、女 78計 105名
3万円 982.519 393，095 

青 壮 年 部 48. 11. 26 18歳-48歳 57名 5万円 544，566 360，697 

婦 人 会 24. 4. 1 156名 4万円 416，168 176，775 

子 供育 成金 31. 8. 19 
委員各隣組 1( 20名)

4万円 266，525 242.690 
小学生 118名

瑞穂踊保存会 47. 6.18 男 10、女 30 計 40名 3万円 858，421 476，665 

産業部 (農事) 40. 1. 1 実行組合加入者 10 1戸 2.315，137 1.051，431 

消 防 団 23. 12. 25 16名

6. 公民館の事業活動状況 (昭和56年度〕

(1) 伝承行事

① 瑞穂踊(盆踊)豊年祭 8月 13日- 15日

② 柱絞(虫送、牛馬疫病祈願の火祭)

8月7日

③ 子供丑相撲(牛馬の疫病祈願 )9月1日

④ 第 30回戦没者追弔法要 1 0月4日

⑤ 第 6回直鞍地区まつりくらじ

(柱松、瑞穂踊 ) 7月26臼

⑥ 福地神社春秋大祭

( 4月 12日、 10月 11日〕

⑦ w 戸別抜 1 1月22日

⑧ H 境内山林下草苅下枝落

7月 19日

⑨ " 元旦祭(初詣)福引・篤火 ・

竹カ γ プ酒

(2) 体育行事

① 第 2回区民体育大会 9月 13日

② 市民レクリエーション大会出場 10月 10日

③ 市少年野球大会出場(第 6回)10月3日

④ 校区走ろう大会出場(第 5回)11月23日

⑤ 校区パレーホーノレ大会出場 8月 30日

1戸当
573，400 567，800 

1.000円 30万

(3) その他行事

① 第 4田区民創作品展 2月 12日-14日

② 用排水路の波書長 6月7日

③ 公民館大掃除 8月、 12月28日

④ 第 5回公民館綜合防火訓練 2月28日

(4) 文化・体育 ・サークノレ活動

② 第 1、第3火曜日 華道 5名 (グツトプ)

② 毎週金曜日 詩吟 18名 ( " ) 

③第1、第 3金曜日 書道 10名( " ) 

④毎週土曜日 民謡と三味線 10名( " ) 

⑤毎週木曜日 婦人体操 10名(現在休止中)

⑥料理講習 随時

⑦ あみもの、ベーパ フラワ- 1 
ト随時

和紙はり絵、篠細工等 j 

⑧ 卓球(卓球台 2台)随時

※公民館利用状況(次頁参照〉

(5) 公民館利用状況

(昭和 52年 12月 1日より新公民館開館)
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主主麺毒
5 3年度 5 4年度 5 5年度 5 6年度

回 数 利用人員 回数 利用人員 回数 利用人員 回数 利用人員

会 公民館関係 40 846 35 720 34 693 43 1，079 

議 区内 団 体 112 2，063 113 2，168 123 2，172 139 2，618 

:E三h三 その他 53 1，211 67 2，022 77 1，1 62 57 1，137 

メロh 言十 205 4，120 215 4，910 234 4，027 239 4，834 

サークノレ活動 226 2，215 225 2，268 150 1，984 100 1，555 

公民館が使用された日数 23日 23日 20日 19日

7.昭和56年度上境区公民館収支決算状況

区分 Nn 費 目 金 額 摘 要

1 前年度繰越金 461，379 

収
区 ・公民館費 1，511，000 

目IJ期 2，000円 x298戸
2 後期2，000円x300戸 企業 11件 315，000

入
3 寄 附 金 225，000 香典返 6件

の

部
4 その他収入 250，406 公民館使用料、行事謝金、祝儀、利子

計 2.4 4 7，7 8 5 

1 管 理 費 370，648 建物保険料、光熱水費、衛生費、電話料、備品、修謄

支
2 防 犯灯費 239，768 電気料、電球代、修理費

3 助成金負担金 346，500 7団体助成金 校区公民館、市関係団体負担金
出

4 事 業 費 444，676 体育、伝承、その他事業費

の
5 事 務 費 124，820 会議費、研修費、交通費、用紙消耗品費

部
6 人 件 費 289，000 役職員 6名、隣組長 20名

7 渉 外 費 138，810 弔慰金、交際渉外費

Z十 1，954，222 

収 支 残 高 493，563 次年度(5 7年度)へ繰越高

8.公民館創立 30周年記念行事計画

(1) 記念行事実行委員会 ② 組 織 ・ ・ 総 務 8名、記念誌編纂 10名。

(昭和56年 7月 11日設霞〉

① 委員…ー学識経験者 12名、各隣組選出

2 0名、各団体代表者 8名

公民館役職員 4名、計44名。

委員長は館長とする。

資金調達 14名。行持f聞 10 

名(募金終了後は資金，孤封E当者

が合流)。相樹党2名。

執行部……委員長1、副委員長

2、各班正面l防長12、計 15名。
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(2) 記念式典行事(11月 21日〉

①式典、表彰、記念講演、祝宴。

② 記念誌発行 500部 1部 3，300円

記念タオノレ 500枚 1枚 200円

※各戸無償配布

③ 記念誌内容

・公民館発足前のあゆみ(歴史〉

.公民館発足後のあゆみ(歴史〉

・各種団体のあゆみ (燈史〉

.ふるさとの伝承

※遺跡、古墳、古跡。

伝説、古事、神社仏閣。

伝承行事、地名考(字名 87)

・諸統計、字図、 写真。

(3) 体育行事(土 ・中 ・下の 3部団対抗)

・ソフト ポーノレ大会 (5月23日)

・バレ 示ーノレ大会 (8月22日)1同日

・卓球大会 (8月22日)ト岡場所

・ゲートボ ノレ大会 (8月 22日) I開催

・第 3回区民体育大会 (9月12日)

・駅伝競走(福地校区内)1 1月

(4) 芸能行事

・元旦祭(福地神社)福引、第火、竹カップ

酒

・第 5回区民創作品展 2 月 12 日~ 14日

・みこしと柱松 8月7日

・盆踊と演芸大会 8 月 13 日~ 15日

・子供丑相撲 9月 1日

・敬老会(70才以上 110名)10月 17日

(5) 経費(予算)

財源一一 3，336，000

…・・公民館事業費より 490，000

募金 2，846，000

経費・・・… 3，336，000

記念式!Il! 1.900，000 

体育行事 635，000 

芸能行事 490，000 

運営費 31 1.000 

9. 結 u 
(1) 当公民館は創立以来 30年間公民館長州三

長(自治行政〕を兼務する規定により執行してき

たので、公民館の事業活動において変則的な部分

もあると思われるが、公民館活動はむしろ円滑に

活発に遂行できたと忠われる。

(2) 青壮年部と婦人会が公民館行事及び活動に

積極的に参加、協力し一大活力源となっているO

(青壮年部の機動力提供と婦人会の毎月の公民館i

の清掃、ゴミ出し、行事の際の炊出、調盟、年 3

回の地区内の廃品回収等)

(3) 当地区の通学区域内小学校 ・中学絞の校区

内は文部省の道徳、教育共同推進の研究委嘱を受け

ているのて地戚ぐるみの道徳教育推進に努力した川
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7 分 科 ぷ:...
Z王 〈自治公民館・町村〉

討議の視点 υ 地媛づ くりをめざす自治公民館の在 り方

。 地域における自治公民館の役割と機能

助 モE呈 者 稲築町教育委員会社会教育主事 久 家 貞 美

司 42』2E 者 県教育庁嘉積出張所社会教育係長 鎌 回 俊 治

記 録 者 北九州市戸畑中央公民館 松 田 義 男

会場責任者 北九州市戸畑中央公民館係長 野 日 道 弘

志摩町に bける自治公民館の活動

志摩町教育委員会社会教育指導員 進 藤 嘉 和

1 . 志摩町の概況と自治公民館の現状

志摩町は福岡市の西に隣接し、玄海灘に突出し

た糸島郡北部に位置する人口14.4 0 0、面積

5 4.5 7 ~の小さな町である。

この 10年間、ほとんど人口の増減はないが、

町の主産業である農業、漁業がそれぞれに業種が

多様化し、兼業化や他産業への転業が進んでいる。

このような状況は人びとの意識を変え、町の美風

であった地域や家庭の連帯'性を崩し、様ざまな社

会問題をひき起こして 、行政や教育の課題となっ

て来ている。

ここで町の社会教育の機構について説明すると、

町には|日小学校区を単位として 4つの町立公民館

があり教育委員会と連携して社会教育を進めてい

る。 4つの公民館の担当区域には、それぞれに5、

8、 10、 14の行政区があり、行政区毎に類似

公民館がある。慣習によってこれを分館と呼び行

政区長を分館長とし、すべての館が分館主事を鐙

いている。

この分館が文字通りの町立公民館の分館であっ

たり、単なる集会所であったりするわけである。

それ等の頬似公民館が、ここ 1-2年、特に本年

度をピーク として 「実質的自治公民館」への脱皮

を急いでいるのが実状である。

2.私と西貝縁公民館

(私の住む部洛の類似公民館)

私は町立引津公民館の区主主にある西貝塚という

戸数 33戸人口15 0人を持つ分館主事となって

今年で 17年目である。昭和 41年まだ 38才だ

った私は命ぜられるままに喜んで この仕事を引受

けたものである。そして今日まで私の生活を支え、

私の社会活動のエ早ノレギ 源、となり私の人間性を

養う学習の場として私のために機能し続けている

のが私の西貝塚公民館なのである。

(1) 西貝塚公民館のあゆみ

私は 18才で終戦を迎えたが、 それから半年後

昭和 21年 2月、まだ多くの先輩達が続々と戦地

から復員して来ている時、私達西貝塚の青年団は、

一早く敗戦の鹿脱に区切りをつけて新しい活動を

始めていたのである。

稲作、麦作の研究会、政治、社会、宗教の学習

を、お寺の本堂や個人の家に集って始めたのであ

る。そして地域の人々を集めて素人演芸会をやっ

て、安らぎと復興への気概を養い、封建的な村の

自治にメ戸、を入れ区長宅に押しかけ、村の開発や

農業の協同化を提言したりして行ったのである。
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そんな中で他の部落に先がけて、全く自発的な部

落民の総意によってトタン葺きのパラック集会所

が建設されたのである。小中学校の児童を中心に

親子常会が始まり 、婦人会、青年団の活動が充実

していった。行政からの働きかけもなく、外から

の圧力もなく自主、自発の活動が始まった後に公

民館の名が付けられ、行政の指導が手がけられて

来たのがその起こりである。

昭和 28年農地の交換分合をやり 、 34年にみ

かん国の共同開墾、 38年農業構造改善事業によ

る土地基盤整備がすべて先進的な形で西貝塚で進

められたのはこの自治公民館の活動の中でなされ

ヒ人づくり、村づくりの成果であったと思う。

(2) 西貝塚公民館の組織と活動

そのような自治公民館と部落自治行政の発展の

中で、区長の任務負担が過重となり 、さらには新

し~ 、時代に即応した自治行政が必要とな ったこと

で昭和39年この表に示すような公民館と自治行

政を一体化させ、若い人材を起用した自治組織の

改革がされたのであった。(参考資料ー参照〉

それから 18年、この組織は多くの実績を残し

て今日の私の部落を作って来たのである。

3.町立公民館分館主事会と町分館主事

会連絡協議会の結成

教育委員会や町立公民館は時代の要請の中です

べての住民を社会教育に参加させ、住民の生きる

力、行政効果の実現、新しい町づくりのために公

民館の機能を向上させねばならなくなって来たの

であるが、先に述べたように社会の流れはそれが

困難となる状況へと進んて‘来たのである。それぞ

れの類似公民館は次々に主事を設置して来たが、

町教委や町立公民館はこの分館主事を協力者とし

て社会教育を進めるようになった。

そんな姿で教育委員会や町立公民館の要請で集

まっていたことから「分館主事 Jの名が定着した

ように思う。 しかしやらされる教育活動はどうし

ても軌道に乗らないのであった。私は自分の部落

の分館活動が他の部落の分館活動に比べてあまり

にも進んでいることに驚くと共に、これからさら

に前進する為には他の部落の前進が必要なことを

感じたのである。

昭和 45年、私は私のいる引津公民館長に提言

して分館主事会を結成して貰い、行きがかり上、

その副会長に就任した。爾来 3代の会長と共に町

立館長に協力し分館活動の発展に努力脅して来た

つもりである。

そんな中で私は昭和 49年から、引津公民館区

を担当する町の同和教育指導員を引き受け、さら

に 53年から町の社会教育指導員有引き受けるよ

うになってしまった。そうして今まで要求 したり、

批判したりしていた立場が逆転 して町側から分館

活動を推進せねばならなくなった。

5 4年全町4つの地区分館主事会を相互に充実

発展させるために町分館主事会連絡協議会を結成

して活動を始める。昨年からその事務局長を引受

け、会長や運営委員と共に自主的な運営の中で町

や教育委員会に要求を出したり 、L、っしょになって

3 8分館の活動に助成をしているのである。

4.望ましい自治公民館の姿を求めて

これまで述べて来たように、志摩町の中で一番

小さな集落で育って来た西貝塚公民館がそのモデ

ノレとなり、その所属する引津地区にその活動を波

及させ、それが全町に鉱がろうとしているのが分

館主事会や、同連絡協議会の動きであるが、一方

教育委員会は、これからの社会教育推進にこの分

館活動の果たす役割の大きさに気付いて、これを

どう育成するか、どんな姿が望ましいかの諮問を

社会教育委員の会に出し、その答申を待っている。

社会教育委員の会は現在調変検討中である。

私は戦後の 37年間、数知れぬ多くの先輩指導

者或いは同僚や後輩に教えられ鍛えられ今日まで

歩いて来て、今日の安らぎと幸せと自信を得たよ

うに思う。そしてそれが私をして師に逢わせ、友

に交わらせた社会教育の機会がなかったら出来る
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ものではなかったろうと思う 。その.社会教育の機

会を最も身近かに一日たりとも離れずに常に与え

続けて止まないのが自治公民館であると思えてな

らなし、。

今志摩町が直面する深刻な社会問題は何と言っ

ても青少年の問題だと思うが、これを学校教育だ

けに解決を求めては何も得られなし、だろう。先ず

自らが何を為すべきか、そして周囲の人びとと共

に行動を起こし、さらに次の道を共に学んでゆく

地獄学習、地域運動が起こらねば力とはならなL、。

私が育ち、地減が育てば、後継者も必ず育つこと

と思う。人の幸せは、自らと、家と、地域が生き

て行く道を知り生きて行 く力を身につけることと

恩う。

そしてそれが社会教育であり、自治公民館の活

動だと思う 。

志摩町は今、教育委員会と町立公民館がその街

道事的立場から、他方自治公民館とその主事会、そ

してその連絡協議は活動実践者の立場から相呼応

してこの望ましい姿と、進むべき道すじ会求めて、

活動を展開しているのである。
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本町にjずける自治公民館の育成とその方策

1 .杷木町の概況

筑後川の上流大分県境いの農山村地帯、面積

4 4IM、人ロ 1万、世帯数2，500、昭和26年旧 1

町3村(志波、久喜宮、杷木、松末〉が合併して

今日に至る。

住民の大部分が零細農家(専業 6.7%兼業 44 

%)で出稼ぎが多L、。

果樹と観光の緑の町(史跡、原鶴混泉、 柿、 ぶ

どう〉

2. 13;台公民館の現状と諜題

(1) 農山村地帯も都市化の影響に伴い個人志向

裂の生活パタ ンが生れ地域の連帯感が希薄とな

った。そのため、郷土に愛着を持ち新しい連帯感

に立つ住民自治の能力を倍う必要に迫られている。

(2) 行政区 50に対し 4'9の自治公民館を設置

しコ ミュユティセンタ としての役割を果して

いる。

(3) 活動の実態は単なる集会の場であり、その

運営も組織化されておらず自治公方式にかなった

活動は一部にしかおこなわれていない。

(4) 館長、主事、青少年指導員、体育主事を 4

役としておかれるが多くは輪番制で運営組織もじ

ゅうぶんでなし、。

(5) 集会活動も娯楽や親睦的なものが多く行政

の下請的傾向(上意下達〕に偏している。

(6) 地域にある生活やその他の共通課題に積極

的に取灼組み解決をはかる意欲や実践力を欠き市

民性の高揚が望まれる。

3.本町がめざす自治公民館の姿

(1)公民館活動の体制l

「松 末 支 館 … 1 2自治公民館

ト杷 木支舘・ー . 1 2 " 
杷木町公民館斗

ト 久喜宮支館 一10"

大コミュニティ 」 志波支館…・・ 15 " 

ーー・……・中コミ ュニティ…小コミュニティ

杷木町公民館長 武 田 四郎吉

(2) めざす自治公の姿

5 0の行政区を住民の生活のまとまりコミュニ

ティとしてとらえ、住民の生活に不可欠な区で行

う行政作用と公民館がめざしてきた教育作用の 2

つの側面を一体化して、くらしの現実や地域の実

態に根ざした要求や問題について、住民相互の学

習の中で解決をはかろうとする市民性にみちた姿

をめざしていくものである。換言すれば、地減住

民の共同生活の諸機能を社会教育の立場からみな

おして共同学習化して町づくり村づくりの方向に

発展させるにある。従って

① 区の主体性によって管理運営されること、

行政や一部の存在で動かされたり受身な他律的管

理運営であってはならなし、。

② 区の実態に応じた組織運営であること。

地域の実態に即応した漸進的組織運営であること。

③ 住民自治の精神を啓発して地域課題の解

決に取り組み、新しい連帯感に立ってコミュニティ

っくりの拠点となる。

④地域住民の教育文化の向上をはかり、み

ずから学びゆとりと心豊かな人づくりの拠点とな

ること。

③ コミュニティセンタ としてその機能が

発揮できる施設設備が整備されていること。

4.自治公民館育成の施策

(1) 組織運営の強化をはかる。

① 「運営の手引」 を活用する。

② 規約の改正または制定をすすめる。

③ 役員選出の適正化をはかる。

④ 運営委員会の設置と活動の促進をはかる。

(2) リーダーの研修と養成につとめる。

① 4役研修会を支館毎におこなう。年 2回

② 専門部役員の研修をおこなう。年 5回

③ 研究指定公民館の研修をおこなう。年 3
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指定をおこなう。回。さらに、要請に応じ援助指導をおこなう。

@ 研究の視点は次の 5部門とし実態に即し② 支館毎の自主研修をすすめる。

て選択する。事業内容の検討と企画立案の指導助言につ(3) 

組織運営の強化に関する研究⑦ とめる。

青少年の指導に関する研究⑦ 

⑫ 

生活や地域課題の実態調査や意向調査を① 

コミュニティスポ ツに関する研究

新生活運動の推進に関する研究

文化活動の推進に関する研究

@ 

おこなう。

事業内容の刷新と活動の促進をはかる。

人間関係を深める学習にとどまらず生活

② 

③ ② 

研究指定公民館は自治公民館全体のレベノレアッ

プをめざし先導的役割をも っている。町の総合社

会教育推進大会には問題提起と実践報告をおこな

文化の向上をはかる活動内容を考える。

専門部会の連絡を密にし情報の交換をは① 

力、る。

う。中公、支館の事業企画を考慮して立案す⑤ 

財政権の確立をはかる。(5) る。

区長との合同研修をおこなう。① 

② 

研究指定公民館を育成し地区での相互学習(4) 

事業計画とともに予算書をつくる。をすすめる。

毎年各地区に 1公民館 2ヶ年継続の研究① 

5.運営組織とその織成

( 

区中事主
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6.中央公民館 、支館との連携

(1) 出竺 上 一 一|支 館トベ自治公民館

館 長(1) 支 館 長

支 館 長 (4) 国リ 支 館 長

運営審議委員叫 ぷヨ与= 言十

体育指導委員 (8) 主 事 会 長

館 報 編 集委員 (5) 体育主事会長

主 事 (4) 青少年指導員会長

(2) 会 議

運営審議委員会 役 員 会

支 館 長 ~ 自治公民館長会

自治公民館長会 自治公主事会

主 事 A2ズ. " 体育主事会

体 育主事会 " 青少年指導員会

青少年指導員会

体育指導委員会

館報編集委員会

7.活動の実態と問題点

(1) 活動の実態

① 組織が確立され非常に活発な活動を展開

しているところとそうでないところの格差が大き

L 、。

② 研究指定公民館の指定は、未整備の公民

館が指定を受けるようすすめ望ましい運営の方向

や組織体制lづくりの援助指導をおこなう。

③ 地域の特性を生かした自主運営をめざし、

要請に応じ指導助言に出かけた。

④ 4役研修会、専門部役員研修会などの学

習が男子成人教育の場としてつながり「町づくり

成人講座」と連携しながら学習をすすめている。

(2) 本町における自治公活動の問題点

。 地域づくりの主体は住民であるという自

覚は 郷土に愛着をもち意欲的に課題解決に取

り組む自治性や市民性の豊かな人づくりをするこ

とである。

② 新しくゆとりある生活を求める人。

(1) 館 長(1)

(1) 主 事 (1)

(1) 体 育 主 事(1)

(1) 青少年指導員(1)

(1) 運 営 委 員() 

(1) 専 門 部 長() 

事 務 局 会(4役 〕

専門部長会

運営委員会

全員協議会

@ 人間らしくふれあいのある生活を求め

る人。

@ 積極的に市民性を高める努力をする人。

これらの人づく りの観点から問題点を次のよう

に要約した。

る。

① よき指導者を得ること。

② 役員の役割と責任の自覚をうながす。

@ 輪番1IiiJの役員の選任を適材主義に改め

② 連帯感を高めること。

⑦活動のしやすいコミュニティスポーツ

から取組み人間関係を深め、さらに輸をひろげて

文化の向上をはかる学習へ発展させる。

@ 住民自治の精神に立った事業プログラ

ムの編成を工夫する。

・実態調査や意向調査による話し合いで

地域の共通課題をほりおこす。

@ 全員参加の工夫脅する。

・成人男子や婦人の参加し易いよう時間
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的場所的工夫をする。

・家庭にささえられた参加であること。

③ 支館の充実をはかる。

② 支館職員の配置を充実する。

@ 施設設備の整備をはかる。

@ r届ける社会教育」をおこなう。

・時間的経済的制約の解決として

-全員参加の立場から

④ 活動財源、の確保に努める。

②住民自体の自己負担を定着させる。

@ 行政区の統合をすすめる。

。事業の助成金を充実する。

@ 手当を廃止し費用弁償にする。
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(公民館職員入門)|第8分科会

幹

大

子

安

忠、

隆

照、

木

富

崎

吉

仰

重

岡

延

。公民館とは何か

。公民館の役割と職員の在り方

北九州市教育委員会社会教育部長

県教育庁鞍手出張所社会教育係長

北九州市教育委員会社会教育課

北九州市教育委員会社会教育主事

討議の視点

説明者

司会者

記録者

会場責任者

門入員職館民公

幹忠木仰北九州市教育委員会社会教育部長

人間らしく生きるために。

このすばらしきもの。

みんな何かをもっている。

にあふれて。

住民と共に歩む私。

同若さ

この頃の世の中、

公民館、

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 
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(3) 目でみる公民館の実態



地 域 改 善 対 策 特別措 置 法

〈目 的〉

第 l条 この法律は、すべての国民に基本的人権

の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり 、

歴史的社会的理由により生活環境の安定向上が

阻害されている地峡(以下「対象地戚」とL、う。)

について生活環境の改善、産業の振興、職業の

安定、 教育の充実、人権擁護活動の強化、社会

福祉の増進等に関する政令て句定める事業(以下

「地域改善対策事業」という。 )の円滑な実施

を図るために必要な特別の措置を講ずることに

より、対象地減における経済力の培養、住民の

生活の安定及び福祉の向上等に寄与することを

目的とする。

〈地域改善対策事業の推進等〉

第 2条 国及び地方公共団体は、前条の目的を達

成するため、協力 して、地域改善対策事業を迅

速かつ総合的に推進するように努めなければな

らなし、。

2 国及び地方公共団体は、地域改善対策事業を

実施するに当っては、対象地戚とその周辺地域

との一体性の確保を図り、公正な運営に努めな

ければならなL、。

3 国民は地域改善対策事業の本旨を理解して、

相互に基本的人権を尊重するとともに、地戚改

善対策事業の円滑な実施に協力するように督め

なければならなし、。

(特別の助成〉

第 3条 地減改善対策事業て'これに要する経費に

ついて国が負担し、叉は補助するものに対する

その負担叉は補肪については、政令で特別の定

めをする場合を除き、予算の範囲内で、3分の

2の割合をもって算定するものとする。

2 前項の場合において、法律の規定で国の負担

又は補肪の割合と して3分の 2を下る割合を定

めているもののうち政令で定めるものについて

は、政令でこれを 3分の 2とするものとする。

〈地方債〉

第 4条 地威改善対策事業につき地方公共凶体が

必要とする経費については、地方財政法(昭和

23符法律第 109匂)第5条第1現れl}IC拠じす

る経費に該当しないものについても、地方債を

もってその財源とすることができる。

2 地方改善対策事業につき地方公共団体が必要

とする経費の財源に充てるため起こした地方債

は、資金事情の許す限り 、闘が資金運用部資金

叉は簡易生命保険及郵便年金特別会計の積立金

をもってその全額を引き受けるものとする。

〈元利償還金の基準財政需要額への算入〉

第 5条 地域改善対策事業につき地方公共団体が

必要とする経伐の財源に充てるため起こした地

方債で自治大脱が指定 したものに係る元利償還

に要する経質は、地方交付税法(昭和 25年法

律第 211リ )の'心めるところにより、当該地

方公共団体に交付すべき地方交付税の額の算定

に用いる基準財政需要額に算入するものとする。

理由

歴史的社会的理由により生活環境等の安定向上

が阻害されている地域における経済力の培養、住

民の生活の安定及び福祉の向上等に資するため、

当該地坂について行われる地域改善対策事業の円

滑な実施を図るために必要な特別の措置を講ずる

必要がある。これが、この法律案を提出する理由

である。
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地域改善対策特別措置法の施行に ついて

地以改善対策特別措置法(以下「法」と L、う。)

は、第 9自由国会において成立し、昭和 57年 3

月 31日法律第 16号と して公布され、 4月1日

から』凶された。また、これに伴い、地域改善亦民時

5JIJHiii't法施行令が同年 3月 31日政令第 78号と

して公布され、 4月 1日から施行された。

本法は、同和対策事業特別指置法が本年 3月31

~I を もって失効 したことに伴い、同法施行 1 3年

間にわたる成果を踏まえつつなお残された課題を

解決するため、従来の施策の反省の上に立って新

たな観点を加えた新規立法として制定されたもの

であるが、i'tl械におかれては次の事項に留意の上、

同法の適正な運用が図られるよう努めるとともに、

山竹下市町村に対 し適切な指導を行い、本法が円

什}に'*>>ffiされるよう絡段の配慮を願いたし、。

iZ 

お- fEの要旨

(1) 法の対象地威は、旧同和対策事業特別措置

(t、の対象地域と同一であり、旧同和対策事業特

別府ii!i法の対象地域がそのまま法の対象地威と

なるものであること。

(~)地成改善対策事業の内容及び範囲について

は、法施行令においてこれを具体的に定めるこ

とと したこと。

(:l)地峡改善対策事業の実範に当たっては、対

象地域とその周辺地域との一体性の確保及び公

正な運営に努めなければならない旨の規定を新

たに設けたこと。

(4) 地域改善対策事業に対しては、従前の同和

対策事業に対すると同様の財政措置を講ずるこ

ととしTここと。

(5) 法の有効期間を5年間としたこと。

第二 法施行に当たっての配慮事項

(1) 旧同和対策事業特別措鐙法の運用が行政機

関と同和関係者のみの法律のごとき印象を与え

ていたことにかんがみ、広く国民の理解と協力

を得るとしみ立場から法の運用に当たること。

(2) 地域改善対策事業はもとより地方公共団体

が独自に実施する関係絡策についても 、その事

業の内容及び運営に関して十すに検討を加え、

その適正化及び効率化を図るとともに、広く住

民一般のコンセンサスを積極的に得るよう努め

ること。

(3) 物的施設については、周辺地核との聞に格

差のないものを整備し、その運営に当たっては、

周辺地域の人々の利用にも供するような配慮、を

すること ，また、個人給付的事業については、

行政の主体性を確保しつつその運営の公平の確

保を図るよう努めること。
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目でみる公民館の 実態

(昭和56年度文部省社会教育調査等による)

1. 市・町・村・法人別公民館数 (総数 380館)

2. 政令市・市・町村別規模別公民館数

芯ゐ日空 150以d下 151 330 500 1，0以00上d 無 施 設 総 計32弘d 499m' 999m2 

l中 央館

~W怖 地区館 5 (2) 6 (1) 

分 館 (1) 

中央館 (1) 

福岡市 地区館 2 73 16 

分 館

中央銀 (1) 1 1 
その他 地区 熔 4 18 (l) 10 

の 市 分 館 1 

中央 館 1 l 

町 村 地区 館 8 17 13 

分 館 1 2 1 

総 言十 15 (2) 118 (4) 48 (1) 

)内は外数で法人立公民館数である

3.年度・本館分館別公民館数の推移

(全国)

6，853 

1 5 1 

46 (1) 2 1 

3 

7 1 1 

6 10 

18 3 3 

2 1 

20 41 9 

5 

5 

110 (1) 65 16 

10，225 

6，924 6，987 

7 

60 (4) 67 (5) 

(1) ( 18.9%) 

3(l) 

100 
( 27.49百)

18 (1) 

56 (1) 78 (2) 

4 ( 21.1%) 

72 

43 124 

9 ( 32.6%) 

372 (8) 

---本館

・一ー 分館

1ω00 

9000 

8000 

7000 

6000 

一 一 一一一一

400 

300 

200 

1∞ 

館数

6，011 
r 

(福岡県)

296 

15 

昭和 46年

一一一一一十一，一

356 
326 

15 10 

50年 53年

.:St>t> 

14 

56年

仁コ
~ 

本館

分館
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4.設置者別公民館数及び職員数 (福凶県)

~、 職 員

設置者別 民 E十 分館長叉は 公民館主事
館 館長

数 専任|兼任 専任|兼 任 専任|兼任

市
本館 244 534 280 115 129 104 94 

分館 4 9 2 2 2 5 

本館 1 15 206 154 37 53 65 13 
町村

分館 9 16 5 1 3 

第民条法3法人4 
本館 7 6 19 3 3 1 3 

分館 l 1 1 

本館 366 746 453 155 185 170 110 
言十 分館 14 25 8 3 6 5 

船 1. ["専任」は、主として当該職務に従事している者

2. ["兼任」は、非常勤職員

5. 年間開館回数別割合の推移(全国)

(本館) (分館)

45 
L一一ー

数

事務職員
その他の職員

技術職員等

専任 |兼任 専任|兼任

211 5 104 52 

2 

60 60 44 28 

10 2 5 

1 1 2 2 

271 76 150 82 

10 2 7 

49h~l 32.4 28.5 31.5 DJ刈13.7/ 33.3 

↑↑ 
2.6 4.0 5.75.7 

52 5] 24.0 34.1 30.0 22.5 /t/ t/1l.9/15.5 J 40.5 
2.2 3.6 4五5.1

36.7 29.3 20.2|↑出 182 I 40.8 

5.3 12.8 5.3 4.4 
2.0 

制数字は%
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6 日曜日開館の割合の推移 (全国)

% 
100 

50-

84.3 89.3 

70A 壬----83.9

66.1 

45 49 52 55 

~本館

←噌 分館

7 団体・個人見IJの利用者数の割合 (全国)

( 5 2年度開 〉

8.利用団体別の割合 (全国 )

( 5 2年度問)

高齢者団体

脳 数 字 は %

( 5 5年度問)

( 5 5年度問)

高齢者団体
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9. 公民館が実施した諸集会及び学級・講座数 (福岡県)

〔昭和53年度 〕

〔昭和56年度 〕

成人対象

婦人対象
青年対象
0.8% 

少年対象
0.7% 
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